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(57)【要約】
　ワイヤレスデバイスで複数のサブスクリプションと通
信する装置および方法は、チューンアウェイモードの間
第1のサブスクリプションのアクティブな呼からチュー
ンアウェイして、第2のサブスクリプションを使用して
通信することを含む。装置および方法はさらに、チュー
ンアウェイモードの間第2のサブスクリプションを使用
して第1のチューンアウェイ手順を実施することを含む
。加えて、装置および方法は、第1のチューンアウェイ
手順の実施の後で第2のサブスクリプションを使用して
、チューンアウェイモードの間1つまたは複数の追加の
チューンアウェイ手順が実施されるべきかどうかを判定
することを含む。その上、装置および方法は、1つまた
は複数の追加のチューンアウェイ手順の実施を制限する
ように決定することと、1つまたは複数の追加のチュー
ンアウェイ手順の実施を制限する決定に基づいて、チュ
ーンアウェイモードを終了し、アクティブな呼に対する
第1のサブスクリプションの使用にチューンバックする
こととを含む。
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　ワイヤレスデバイスで複数のサブスクリプションと通信する方法であって、
　チューンアウェイモードの間第1のサブスクリプションのアクティブな呼からチューン
アウェイして、第2のサブスクリプションを使用して通信するステップと、
　前記チューンアウェイモードの間前記第2のサブスクリプションを使用して第1のチュー
ンアウェイ手順を実施するステップと、
　前記第1のチューンアウェイ手順の前記実施の後で前記第2のサブスクリプションを使用
して、前記チューンアウェイモードの間1つまたは複数の追加のチューンアウェイ手順が
実施されるべきかどうかを判定するステップと、
　前記1つまたは複数の追加のチューンアウェイ手順の実施を制限するように決定するス
テップと、
　前記1つまたは複数の追加のチューンアウェイ手順の前記実施を制限する前記決定に基
づいて、前記チューンアウェイモードを終了し、前記アクティブな呼に対する前記第1の
サブスクリプションの使用にチューンバックするステップと
を含む、方法。
【請求項２】
　前記チューンアウェイモードの間実施を制限する前記決定に応答して、チューンアウェ
イタイマを開始するステップ
をさらに含み、
　前記チューンアウェイモードを終了し、前記第1のサブスクリプションの使用にチュー
ンバックするステップが、前記チューンアウェイタイマの満了にさらに応答する、
請求項1に記載の方法。
【請求項３】
　前記チューンアウェイモードの間実施を制限する前記決定に応答して、前記チューンア
ウェイモードのチューンアウェイ周期に基づいて、前記第2のサブスクリプションへの次
のチューンアウェイの発現まで、前記1つまたは複数の追加のチューンアウェイ手順の実
施を遅らせるステップをさらに含む、請求項1に記載の方法。
【請求項４】
　前記チューンアウェイモードの間実施を遅らせるステップが、
　前記チューンアウェイモード内で前記第2のサブスクリプションを使用する通信に対応
するサービングセルパラメータを決定するステップと、
　前記サービングセルパラメータを、
　　効果的な無線通信リンクに対応する前記サービングセルパラメータの値の第1のセッ
トを表す第1のしきい値、
　　実質的に効果的な無線通信リンクに対応する前記サービングセルパラメータの値の第
2のセットを表す第2のしきい値、および
　　実質的に非効果的な無線通信リンクに対応する前記サービングセルパラメータの値の
第3のセットを表す第3のしきい値
　のうちの1つまたは複数と比較するステップと、
　　前記決定されたサービングセルパラメータが前記第1のしきい値を満たすか、または
　　前記決定されたサービングセルパラメータが前記第1のしきい値を満たし、対応する
隣接セルパラメータと比較して前記サービングセルパラメータの相対値のセットを表す相
対隣接セルしきい値を満たす
　とき、前記遅延を実施するステップであって、前記相対隣接セルしきい値が相対的に強
いサービングセルを示す、ステップと、
　前記決定されたサービングセルパラメータが前記第3のしきい値を満たすとき、前記1つ
または複数の追加のチューンアウェイ手順のうちの少なくとも1つを実施するステップと
をさらに含む、請求項3に記載の方法。
【請求項５】
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　前記サービングセルパラメータが、サービングセルの電力レベル関連パラメータを含む
、請求項4に記載の方法。
【請求項６】
　前記チューンアウェイモードの間実施を遅らせるステップが、セル再選択手順、隣接セ
ルシステム情報読取り手順、登録手順、セル更新手順、位置更新手順、またはルーティン
グ更新手順のうちの1つまたは複数を遅らせるステップをさらに含む、請求項3に記載の方
法。
【請求項７】
　前記チューンアウェイモードの間アウトオブサービス状態を決定するステップと、
　前記決定されたアウトオブサービス状態に応答して、前記チューンアウェイモードを終
了し、前記第1のサブスクリプションにチューンバックするアウトオブサービスを実施す
るステップと
をさらに含む、請求項1に記載の方法。
【請求項８】
　前記チューンアウェイモードのチューンアウェイ周期に基づいて、前記チューンアウェ
イモードの前記終了および前記第1のサブスクリプションの使用への前記チューンバック
の後に、前記第2のサブスクリプションに再チューンアウェイして、前記1つまたは複数の
チューンアウェイ手順の少なくとも一部分を実施するステップ
をさらに含む、請求項1に記載の方法。
【請求項９】
　複数のサブスクリプションと通信するためのコンピュータプログラム製品であって、
　　チューンアウェイモードの間第1のサブスクリプションのアクティブな呼からチュー
ンアウェイして、第2のサブスクリプションを使用して通信することをコンピュータに行
わせるための少なくとも1つの命令と、
　　前記チューンアウェイモードの間前記第2のサブスクリプションを使用して第1のチュ
ーンアウェイ手順を実施することを前記コンピュータに行わせるための少なくとも1つの
命令と、
　　前記第1のチューンアウェイ手順の前記実施の後で前記第2のサブスクリプションを使
用して、前記チューンアウェイモードの間1つまたは複数の追加のチューンアウェイ手順
が実施されるべきかどうかを判定することを前記コンピュータに行わせるための少なくと
も1つの命令と、
　　前記1つまたは複数の追加のチューンアウェイ手順の実施を制限するように決定する
ことを前記コンピュータに行わせるための少なくとも1つの命令と、
　　前記1つまたは複数の追加のチューンアウェイ手順の前記実施を制限する前記決定に
基づいて、前記チューンアウェイモードを終了し、前記アクティブな呼に対する前記第1
のサブスクリプションの使用にチューンバックすることを前記コンピュータに行わせるた
めの少なくとも1つの命令と
　を含む、コンピュータ可読記録媒体
を備える、コンピュータプログラム製品。
【請求項１０】
　前記チューンアウェイモードの間実施を制限する前記決定に応答して、チューンアウェ
イタイマを開始すること
を前記コンピュータに行わせるための少なくとも1つの命令をさらに含み、
　前記チューンアウェイモードを終了し、前記第1のサブスクリプションの使用にチュー
ンバックすることが、前記チューンアウェイタイマの満了にさらに応答する、
請求項9に記載のコンピュータプログラム製品。
【請求項１１】
　前記チューンアウェイモードの間実施を制限する前記決定に応答して、前記チューンア
ウェイモードのチューンアウェイ周期に基づいて、前記第2のサブスクリプションへの次
のチューンアウェイの発現まで、前記1つまたは複数の追加のチューンアウェイ手順の実
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施を遅らせることを前記コンピュータに行わせるための少なくとも1つの命令をさらに含
む、請求項9に記載のコンピュータプログラム製品。
【請求項１２】
　前記チューンアウェイモード内で前記第2のサブスクリプションを使用する通信に対応
するサービングセルパラメータを決定することと、
　前記サービングセルパラメータを、
　　効果的な無線通信リンクに対応する前記サービングセルパラメータの値の第1のセッ
トを表す第1のしきい値、
　　実質的に効果的な無線通信リンクに対応する前記サービングセルパラメータの値の第
2のセットを表す第2のしきい値、および
　　実質的に非効果的な無線通信リンクに対応する前記サービングセルパラメータの値の
第3のセットを表す第3のしきい値
　のうちの1つまたは複数と比較することと、
　　前記決定されたサービングセルパラメータが前記第1のしきい値を満たすか、または
　　前記決定されたサービングセルパラメータが前記第1のしきい値を満たし、対応する
隣接セルパラメータと比較して前記サービングセルパラメータの相対値のセットを表す相
対隣接セルしきい値を満たす
　とき、前記遅延を実施することであって、前記相対隣接セルしきい値が相対的に強いサ
ービングセルを示す、実施することと、
　前記決定されたサービングセルパラメータが前記第3のしきい値を満たすとき、前記1つ
または複数の追加のチューンアウェイ手順のうちの少なくとも1つを実施することと
を前記コンピュータに行わせるための少なくとも1つの命令をさらに含む、請求項11に記
載のコンピュータプログラム製品。
【請求項１３】
　前記サービングセルパラメータが、サービングセルの電力レベル関連パラメータを含む
、請求項12に記載のコンピュータプログラム製品。
【請求項１４】
　前記チューンアウェイモードの間実施を遅らせることが、セル再選択手順、隣接セルシ
ステム情報読取り手順、登録手順、セル更新手順、位置更新手順、またはルーティング更
新手順のうちの1つまたは複数を遅らせることをさらに含む、請求項11に記載のコンピュ
ータプログラム製品。
【請求項１５】
　前記チューンアウェイモードの間アウトオブサービス状態を決定することと、
　前記決定されたアウトオブサービス状態に応答して、前記チューンアウェイモードを終
了し、前記第1のサブスクリプションにチューンバックするアウトオブサービスを実施す
ることと
を前記コンピュータに行わせるための少なくとも1つの命令をさらに含む、請求項9に記載
のコンピュータプログラム製品。
【請求項１６】
　前記チューンアウェイモードのチューンアウェイ周期に基づいて、前記チューンアウェ
イモードの前記終了および前記第1のサブスクリプションの使用への前記チューンバック
の後に、前記第2のサブスクリプションに再チューンアウェイして、前記1つまたは複数の
チューンアウェイ手順の少なくとも一部分を実施すること
を前記コンピュータに行わせるための少なくとも1つの命令をさらに含む、請求項9に記載
のコンピュータプログラム製品。
【請求項１７】
　複数のサブスクリプションと通信するための装置であって、
　チューンアウェイモードの間第1のサブスクリプションのアクティブな呼からチューン
アウェイして、第2のサブスクリプションを使用して通信するための手段と、
　前記チューンアウェイモードの間前記第2のサブスクリプションを使用して第1のチュー
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ンアウェイ手順を実施するための手段と、
　前記第1のチューンアウェイ手順の前記実施の後で前記第2のサブスクリプションを使用
して、前記チューンアウェイモードの間1つまたは複数の追加のチューンアウェイ手順が
実施されるべきかどうかを判定するための手段と、
　前記1つまたは複数の追加のチューンアウェイ手順の実施を制限するように決定するた
めの手段と、
　前記1つまたは複数の追加のチューンアウェイ手順の前記実施を制限する前記決定に基
づいて、前記チューンアウェイモードを終了し、前記アクティブな呼に対する前記第1の
サブスクリプションの使用にチューンバックするための手段と
を備える、装置。
【請求項１８】
　前記チューンアウェイモードの間実施を制限する前記決定に応答して、チューンアウェ
イタイマを開始する
ための少なくとも1つの手段をさらに備え、
　前記チューンアウェイモードを終了し、前記第1のサブスクリプションの使用にチュー
ンバックすることが、前記チューンアウェイタイマの満了にさらに応答する、
請求項17に記載の装置。
【請求項１９】
　前記チューンアウェイモードの間実施を制限する前記決定に応答して、前記チューンア
ウェイモードのチューンアウェイ周期に基づいて、前記第2のサブスクリプションへの次
のチューンアウェイの発現まで、前記1つまたは複数の追加のチューンアウェイ手順の実
施を遅らせるための少なくとも1つの手段をさらに備える、請求項17に記載の装置。
【請求項２０】
　前記チューンアウェイモード内で前記第2のサブスクリプションを使用する通信に対応
するサービングセルパラメータを決定することと、
　前記サービングセルパラメータを、
　　効果的な無線通信リンクに対応する前記サービングセルパラメータの値の第1のセッ
トを表す第1のしきい値、
　　実質的に効果的な無線通信リンクに対応する前記サービングセルパラメータの値の第
2のセットを表す第2のしきい値、および
　　実質的に非効果的な無線通信リンクに対応する前記サービングセルパラメータの値の
第3のセットを表す第3のしきい値
　のうちの1つまたは複数と比較することと、
　　前記決定されたサービングセルパラメータが前記第1のしきい値を満たすか、または
　　前記決定されたサービングセルパラメータが前記第1のしきい値を満たし、対応する
隣接セルパラメータと比較して前記サービングセルパラメータの相対値のセットを表す相
対隣接セルしきい値を満たす
　とき、前記遅延を実施することであって、前記相対隣接セルしきい値が相対的に強いサ
ービングセルを示す、実施することと、
　前記決定されたサービングセルパラメータが前記第3のしきい値を満たすとき、前記1つ
または複数の追加のチューンアウェイ手順のうちの少なくとも1つを実施することと
を行うための少なくとも1つの手段をさらに備える、請求項19に記載の装置。
【請求項２１】
　前記サービングセルパラメータが、サービングセルの電力レベル関連パラメータを含む
、請求項20に記載の装置。
【請求項２２】
　前記チューンアウェイモードの間実施を遅らせることが、セル再選択手順、隣接セルシ
ステム情報読取り手順、登録手順、セル更新手順、位置更新手順、またはルーティング更
新手順のうちの1つまたは複数を遅らせることをさらに含む、請求項19に記載の装置。
【請求項２３】
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　前記チューンアウェイモードの間アウトオブサービス状態を決定することと、
　前記決定されたアウトオブサービス状態に応答して、前記チューンアウェイモードを終
了し、前記第1のサブスクリプションにチューンバックするアウトオブサービスを実施す
ることと
を行うための少なくとも1つの手段をさらに備える、請求項17に記載の装置。
【請求項２４】
　前記チューンアウェイモードのチューンアウェイ周期に基づいて、前記チューンアウェ
イモードの前記終了および前記第1のサブスクリプションの使用への前記チューンバック
の後に、前記第2のサブスクリプションに再チューンアウェイして、前記1つまたは複数の
チューンアウェイ手順の少なくとも一部分を実施すること
を行うための少なくとも1つの手段をさらに備える、請求項17に記載の装置。
【請求項２５】
　複数のサブスクリプションと通信するユーザ機器装置であって、
　　チューンアウェイモードの間第1のサブスクリプションのアクティブな呼からチュー
ンアウェイして、第2のサブスクリプションを使用して通信することと、
　　前記チューンアウェイモードの間前記第2のサブスクリプションを使用して第1のチュ
ーンアウェイ手順を実施することと、
　　前記第1のチューンアウェイ手順の前記実施の後で前記第2のサブスクリプションを使
用して、前記チューンアウェイモードの間1つまたは複数の追加のチューンアウェイ手順
が実施されるべきかどうかを判定することと、
　　前記1つまたは複数の追加のチューンアウェイ手順の実施を制限するように決定する
ことと、
　　前記1つまたは複数の追加のチューンアウェイ手順の前記実施を制限する前記決定に
基づいて、前記チューンアウェイモードを終了し、前記アクティブな呼に対する前記第1
のサブスクリプションの使用にチューンバックすることと
　を行うように構成されたプロセッサ
を備える、装置。
【請求項２６】
　前記チューンアウェイモードの間実施を制限する前記決定に応答して、チューンアウェ
イタイマを開始すること
を行うように、前記プロセッサがさらに構成され、
　前記チューンアウェイモードを終了し、前記第1のサブスクリプションの使用にチュー
ンバックすることが、前記チューンアウェイタイマの満了にさらに応答する、
請求項25に記載の装置。
【請求項２７】
　前記チューンアウェイモードの間実施を制限する前記決定に応答して、前記チューンア
ウェイモードのチューンアウェイ周期に基づいて、前記第2のサブスクリプションへの次
のチューンアウェイの発現まで、前記1つまたは複数の追加のチューンアウェイ手順の実
施を遅らせることを行うように、前記プロセッサがさらに構成された、請求項25に記載の
装置。
【請求項２８】
　前記チューンアウェイモード内で前記第2のサブスクリプションを使用する通信に対応
するサービングセルパラメータを決定することと、
　前記サービングセルパラメータを、
　　効果的な無線通信リンクに対応する前記サービングセルパラメータの値の第1のセッ
トを表す第1のしきい値、
　　実質的に効果的な無線通信リンクに対応する前記サービングセルパラメータの値の第
2のセットを表す第2のしきい値、および
　　実質的に非効果的な無線通信リンクに対応する前記サービングセルパラメータの値の
第3のセットを表す第3のしきい値



(7) JP 2015-520978 A 2015.7.23

10

20

30

40

50

　のうちの1つまたは複数と比較することと、
　　前記決定されたサービングセルパラメータが前記第1のしきい値を満たすか、または
　　前記決定されたサービングセルパラメータが前記第1のしきい値を満たし、対応する
隣接セルパラメータと比較して前記サービングセルパラメータの相対値のセットを表す相
対隣接セルしきい値を満たす
　とき、前記遅延を実施することであって、前記相対隣接セルしきい値が相対的に強いサ
ービングセルを示す、実施することと、
　前記決定されたサービングセルパラメータが前記第3のしきい値を満たすとき、前記1つ
または複数の追加のチューンアウェイ手順のうちの少なくとも1つを実施することと
を行うように、前記プロセッサがさらに構成された、請求項27に記載の装置。
【請求項２９】
　前記サービングセルパラメータが、サービングセルの電力レベル関連パラメータを含む
、請求項28に記載の装置。
【請求項３０】
　前記チューンアウェイモードの間実施を遅らせることが、セル再選択手順、隣接セルシ
ステム情報読取り手順、登録手順、セル更新手順、位置更新手順、またはルーティング更
新手順のうちの1つまたは複数を遅らせることをさらに含む、請求項27に記載の装置。
【請求項３１】
　前記チューンアウェイモードの間アウトオブサービス状態を決定することと、
　前記決定されたアウトオブサービス状態に応答して、前記チューンアウェイモードを終
了し、前記第1のサブスクリプションにチューンバックするアウトオブサービスを実施す
ることと
を行うように、前記プロセッサがさらに構成された、請求項25に記載の装置。
【請求項３２】
　前記チューンアウェイモードのチューンアウェイ周期に基づいて、前記チューンアウェ
イモードの前記終了および前記第1のサブスクリプションの使用への前記チューンバック
の後に、前記第2のサブスクリプションに再チューンアウェイして、前記1つまたは複数の
チューンアウェイ手順の少なくとも一部分を実施すること
を行うように、前記プロセッサがさらに構成された、請求項25に記載の装置。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
米国特許法第119条に基づく優先権の主張
　本特許出願は、本出願の譲受人に譲渡され、参照により本明細書に明確に組み込まれる
、2012年5月2日に出願された「Apparatus and Methods of Limited Tune Away」と題する
仮出願第61/641,689号の優先権を主張する。
【０００２】
　本開示の態様は、一般に、ワイヤレス通信システムに関し、より詳細には、複数のサブ
スクリプションに関係する通信を処理することに関する。
【背景技術】
【０００３】
　電話、ビデオ、データ、メッセージング、放送などの様々な通信サービスを提供するた
めに、ワイヤレス通信ネットワークが広範囲に展開されている。そのようなネットワーク
は、通常、多元接続ネットワークであり、利用可能なネットワークリソースを共有するこ
とによって、複数のユーザ向けの通信をサポートする。そのようなネットワークの一例は
、UMTS地上波無線アクセスネットワーク(UTRAN)である。UTRANは、第3世代パートナーシ
ッププロジェクト(3GPP)によってサポートされる第3世代(3G)モバイルフォン技術である
、ユニバーサルモバイル通信システム(UMTS)の一部として定義される無線アクセスネット
ワーク(RAN)である。UMTSは、モバイル通信用グローバルシステム(GSM(登録商標))技術の
後継であり、広帯域符号分割多元接続(W-CDMA(登録商標))、時分割符号分割多元接続(TD-
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CDMA)、および時分割同期符号分割多元接続(TD-SCDMA)などの様々なエアインターフェー
ス規格を現在サポートしている。UMTSは、関連するUMTSネットワークのデータ転送の速度
および容量を向上させる、高速パケットアクセス(HSPA)などの拡張型3Gデータ通信プロト
コルもサポートする。
【０００４】
　いくつかのワイヤレスネットワークでは、ユーザ機器(UE)は、(たとえば、複数の加入
者識別モジュール(SIM)カードなどを使用することにより)1つまたは複数のネットワーク
への複数のサブスクリプションを有することができる。そのようなUEには、限定はしない
が、デュアルSIMデュアルスタンバイ(DSDS)デバイスが含まれ得る。たとえば、第1のサブ
スクリプションは、広帯域符号分割多元接続(WCDMA(登録商標))などの第1の技術規格をサ
ポートする場合があるが、第2のサブスクリプションは、モバイル通信用グローバルシス
テム(GSM(登録商標))、(GERANとも呼ばれる)GSM(登録商標)発展用拡張型データレート(ED
GE)などの第2の技術規格をサポートする場合がある。UEが単一の送受信機を利用して複数
のサブスクリプションおよび/またはネットワーク上で通信する場合、UEは、所与のサブ
スクリプションおよび/またはネットワークに送受信機を同調させてそれらと通信するこ
とができるが、所与の時間期間で単一のサブスクリプションおよび/またはネットワーク
内で通信することしかできない。したがって、UEが第1のサブスクリプションとのアクテ
ィブな呼を有するとき、UEは、第2のサブスクリプションに周期的にチューンアウェイし
て、信号を監視しまたは接続を取得する場合がある。そのようなチューンアウェイモード
の間、UEは、第1のサブスクリプションに対応する信号を受信することができないので、
第1のサブスクリプションとのアクティブな呼でのスループットを失う。さらに、チュー
ンアウェイモードが比較的長い時間持続する場合、第1のサブスクリプションのアクティ
ブな呼を管理するネットワークは、UEが活動の欠如のためにもはや接続されていないと判
断する場合があり、したがって第1のサブスクリプションのアクティブな呼を終了する場
合がある。
【０００５】
　したがって、チューンアウェイモードの動作における改善が望まれる。
【発明の概要】
【課題を解決するための手段】
【０００６】
　一態様では、ワイヤレスデバイスで複数のサブスクリプションと通信する方法は、チュ
ーンアウェイモードの間第1のサブスクリプションのアクティブな呼からチューンアウェ
イして、第2のサブスクリプションを使用して通信することを含む。方法はさらに、チュ
ーンアウェイモードの間第2のサブスクリプションを使用して第1のチューンアウェイ手順
を実施することを含む。加えて、方法は、第1のチューンアウェイ手順の実施の後で第2の
サブスクリプションを使用して、チューンアウェイモードの間1つまたは複数の追加のチ
ューンアウェイ手順が実施されるべきかどうかを判定することを含む。その上、方法は、
1つまたは複数の追加のチューンアウェイ手順の実施を制限するように決定することと、1
つまたは複数の追加のチューンアウェイ手順の実施を制限する決定に基づいて、チューン
アウェイモードを終了し、アクティブな呼に対する第1のサブスクリプションの使用にチ
ューンバックすることとを含む。
【０００７】
　別の態様では、コンピュータ可読記録媒体を備える複数のサブスクリプションと通信す
るためのコンピュータプログラム製品は、チューンアウェイモードの間第1のサブスクリ
プションのアクティブな呼からチューンアウェイして、第2のサブスクリプションを使用
して通信することをコンピュータに行わせるための少なくとも1つの命令を含む。また、
コンピュータ可読記録媒体は、チューンアウェイモードの間第2のサブスクリプションを
使用して第1のチューンアウェイ手順を実施することをコンピュータに行わせるための少
なくとも1つの命令を含む。さらに、コンピュータ可読記録媒体は、第1のチューンアウェ
イ手順の実施の後で第2のサブスクリプションを使用して、チューンアウェイモードの間1
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つまたは複数の追加のチューンアウェイ手順が実施されるべきかどうかを判定することを
コンピュータに行わせるための少なくとも1つの命令を含む。また、コンピュータ可読記
録媒体は、1つまたは複数の追加のチューンアウェイ手順の実施を制限するように決定す
ることと、1つまたは複数の追加のチューンアウェイ手順の実施を制限する決定に基づい
て、チューンアウェイモードを終了し、アクティブな呼に対する第1のサブスクリプショ
ンの使用にチューンバックすることとをコンピュータに行わせるための少なくとも1つの
命令を含む。
【０００８】
　さらなる態様では、複数のサブスクリプションと通信するための装置は、チューンアウ
ェイモードの間第1のサブスクリプションのアクティブな呼からチューンアウェイして、
第2のサブスクリプションを使用して通信するための手段を含む。また、装置は、チュー
ンアウェイモードの間第2のサブスクリプションを使用して第1のチューンアウェイ手順を
実施するための手段を含む。さらに、装置は、第1のチューンアウェイ手順の実施の後で
第2のサブスクリプションを使用して、チューンアウェイモードの間1つまたは複数の追加
のチューンアウェイ手順が実施されるべきかどうかを判定するための手段を含む。その上
、装置は、1つまたは複数の追加のチューンアウェイ手順の実施を制限するように決定す
るための手段と、1つまたは複数の追加のチューンアウェイ手順の実施を制限する決定に
基づいて、チューンアウェイモードを終了し、アクティブな呼に対する第1のサブスクリ
プションの使用にチューンバックするための手段とを含む。
【０００９】
　さらなる態様は、チューンアウェイモードの間第1のサブスクリプションのアクティブ
な呼からチューンアウェイして、第2のサブスクリプションを使用して通信するように構
成されたプロセッサを含む、複数のサブスクリプションと通信するユーザ機器装置を提供
する。さらに、プロセッサは、チューンアウェイモードの間第2のサブスクリプションを
使用して第1のチューンアウェイ手順を実施するように構成され得る。さらに、プロセッ
サは、第1のチューンアウェイ手順の実施の後で第2のサブスクリプションを使用して、チ
ューンアウェイモードの間1つまたは複数の追加のチューンアウェイ手順が実施されるべ
きかどうかを判定するように構成され得る。その上、プロセッサは、1つまたは複数の追
加のチューンアウェイ手順の実施を制限するように決定することと、1つまたは複数の追
加のチューンアウェイ手順の実施を制限する決定に基づいて、チューンアウェイモードを
終了し、アクティブな呼に対する第1のサブスクリプションの使用にチューンバックする
こととを行うように構成され得る。
【００１０】
　これらの態様および他の態様は、以下の発明を実施するための形態を概観することによ
ってより完全に理解されるであろう。
【００１１】
　開示される態様を限定するためではなく例示するために提供される添付の図面とともに
、開示される態様が以下に記載され、同様の記号表示は同様の要素を示している。
【図面の簡単な説明】
【００１２】
【図１】制限されたチューンアウェイモード用に構成されたユーザ機器の一態様を含む通
信ネットワークの概略図である。
【図２】図1のチューンアウェイリミッタの一態様の概略図である。
【図３】図2のセル評価構成要素の一態様の概略図である。
【図４】図1のユーザ機器内の無線周波通信リソースの利用の一例を表すチャートである
。
【図５】図1のユーザ機器の一態様の概略図である。
【図６】図1のユーザ機器などのワイヤレスデバイスで複数のサブスクリプションを動作
させる方法の一態様のフローチャートである。
【図７】第2のサブスクリプションの無線周波通信リソースを動作させて、制限されたチ
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ューンアウェイモードを実現する使用事例の一態様のフローチャートである。
【図８】第2のサブスクリプションの無線周波通信リソースを動作させて、制限されたチ
ューンアウェイモードを実現する使用事例の一態様のフローチャートである。
【図９】図1のユーザ機器などのワイヤレスデバイスで複数のサブスクリプションを動作
させるためのシステムの一態様の概略図である。
【発明を実施するための形態】
【００１３】
　次に、図面を参照しながら様々な態様が記載される。以下の記述では、説明の目的で、
1つまたは複数の態様の完全な理解を与えるために、多数の具体的な詳細が記載される。
しかしながら、そのような態様をこれらの具体的な詳細なしに実践できることは明白であ
り得る。
【００１４】
　本態様は、一般に、複数のサブスクリプションに関連付けられた通信を処理することに
関する。詳細には、アクティブな通信セッションの第1の技術タイプが処理目的でセッシ
ョンを休止および/または停止し、リソースを別の技術タイプに譲渡することが必要とさ
れる特定の動作モードで問題が発生する。技術モードおよび/またはサブスクリプション
におけるそのような切替えは、いくつかの態様ではチューンアウェイとして考えることが
できる。たとえば、第1の技術タイプ(たとえば、WCDMA(登録商標))がアクティブな通信(
たとえば、音声および/またはデータ)セッションで動作するデュアルSIMデュアルスタン
バイ動作モードで問題が発生する場合がある。そのようなシナリオでは、第1の技術タイ
プは、処理目的(たとえば、ページング復調)で進行中のセッションを停止し、リソース(
たとえば、ハードウェアリソース)を第2の技術タイプ(たとえば、GSM(登録商標))に譲渡
することが周期的に必要とされる場合がある。結果として、上記により、休止/停止され
たアクティブなセッションの間データ転送/通信がないため、潜在的に第1の技術タイプの
スループットが低減される可能性がある。たとえば、チューンアウェイ時間期間が増加す
るにつれて、第1の通信のスループットは減少する。その上、いくつかの事例では、第2の
技術タイプ(たとえば、GSM(登録商標))は、必要な手順(たとえば、再選択、登録など)を
完了するために、延長された時間期間の間譲渡されたリソースを要求および/または保持
する場合がある。しかしながら、延長された時間期間の間譲渡されたリソースを保持する
と、スループットが実質的に低下する場合があり、結果として無線リンク障害が発生する
。同様に、第2の技術タイプが必要な手順を実施することを妨害すると、第2のサブスクリ
プション通信サービスが低下する場合がある。したがって、いくつかの態様では、本装置
および本方法は、現在のソリューションと比較して効率的なソリューションを提供して、
アクティブな通信セッションの損失の前にチューンアウェイ手順を制限することによって
通信を最適化するために、複数の技術タイプの手順を適切に均衡させることができる。
【００１５】
　図1を参照すると、一態様では、ワイヤレス通信システム10は、制限されたチューンア
ウェイモード42を実施するためのユーザ機器(UE)12を含む。たとえば、UE12は、1つまた
は複数のネットワークへの複数のサブスクリプションを利用して、第1の基地局14および/
または第2の基地局16と通信することができる。一例では、UE12は、第1のネットワーク20
に関係する第1のサブスクリプション18、および、第1のネットワーク20などの同じネット
ワークまたは第2のネットワーク24などの異なるネットワークに関係する第2のサブスクリ
プション22を有することができる。たとえば、各サブスクリプション18および22は、同じ
ネットワーク上または異なるネットワーク上の異なるアカウントおよび/または異なるサ
ービスに関係することができる。いくつかの態様では、各サブスクリプション18および22
は、場合によっては、それぞれの第1の加入者識別モジュール(SIM)26および第2のSIM28で
維持することができる。したがって、一態様では、UE12は、デュアルSIMデュアルスタン
バイ(DSDS)デバイスなどのマルチSIMマルチスタンバイデバイスであり得る。したがって
、UE12は、少なくとも第1のサブスクリプション18を使用して、第1の基地局14を介して、
第1のネットワーク20内で通信することができる。その上、UE12は、第2のサブスクリプシ
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ョン22を使用して、第1の基地局14を介して、および/または第2の基地局16などの異なる
基地局を介して、第2のネットワーク24内で通信することができる。さらに、第1のネット
ワーク20および第2のネットワーク24は、同じまたは異なる無線アクセス技術(RAT)を使用
して、UEとの通信を容易にすることができる。加えて、第1の基地局14および第2の基地局
16は、各々、マクロセル、ピコセル、フェムトセル、リレー、ノードB、モバイルノードB
、(たとえば、ピアツーピアまたはアドホックモードでUE12と通信する)UE、または、UE12
と通信してUE12でのサブスクリプションを介してワイヤレスネットワークアクセスを提供
することができる、実質的に任意のタイプの構成要素であり得る。
【００１６】
　UE12は、1つまたは複数の無線周波(RF)通信リソース32を介して、第1のサブスクリプシ
ョン18および/または第2のサブスクリプション22に関連付けられた通信交換シグナリング
を管理するように構成された、通信マネージャ構成要素30を含むことができる。たとえば
、通信マネージャ構成要素30は、プロトコルおよび/または規格特有の命令および/または
第1のネットワーク20および第2のネットワーク24との通信を可能にするサブスクリプショ
ン特有の構成情報を使用して、通信プロトコルを含み実行し、かつ/または、他の規格特
有の通信手順を管理することができる。さらに、RF通信リソース32は、通信交換シグナリ
ングを、ワイヤレス通信システム10内の1つまたは複数の基地局または他のデバイスに送
信し、かつ/または、それらから受信するように構成される。たとえば、RF通信リソース3
2には、限定はしないが、送信機、受信機、送受信機、プロトコルスタック、送信チェー
ン構成要素、および受信チェーン構成要素のうちの1つまたは複数が含まれ得る。いくつ
かの態様では、RF通信リソース32は、任意の所与の時間に、第1のサブスクリプション18
または第2のサブスクリプション22のうちの1つだけの規格および手順に従う動作専用であ
り得る。たとえば、限定的なものと解釈されるべきではないが、RF通信リソース32は、デ
ュアルSIMデュアルスタンバイ(DSDS)デバイスなどのマルチSIMマルチスタンバイデバイス
に関連付けることができる。
【００１７】
　一態様では、通信マネージャ構成要素30は、マルチネットワーク通信を管理して、たと
えば、セルの再選択またはハンドオーバのためのUE12の移動性を可能にし、かつ/または
、通信品質および/またはサービスに追加するか、またはそれらを向上するように努める
ことができる。ある場合には、たとえば、通信マネージャ構成要素30は、第1のサブスク
リプション18を使用して、あるワイヤレスネットワーク、たとえば第1のネットワーク20
とアクティブな呼34を確立する一方で、第2のサブスクリプション22を使用して、同じネ
ットワーク、または第2のネットワーク24などの異なるネットワークとの通信および/また
はサービスを取得および/または維持するように試みることができる。一例によれば、通
信マネージャ構成要素30は、第1の基地局14を介して第1のサブスクリプション18に関係す
る第1のネットワーク20上でアクティブな呼34を確立することができる。たとえば、UE12
および基地局14は、接続を確立して第1のネットワーク20内の通信を容易にすることがで
きる。UE12と第1の基地局14との間の通信は、たとえば、本明細書に記載されるように論
理チャネル上で発生することができる。UE12は、基地局14から呼の確立を要求すること、
基地局14から着信呼に対するページングを受信することなどに基づいて、呼をアクティブ
にすることができる。その上、たとえば、アクティブな呼34は、第1のネットワーク20が
パケット交換(PS)ネットワークである場合のデータ呼(たとえば、ボイスオーバインター
ネットプロトコル(VoIP)または同様の技術)、第1のネットワーク20が回線交換(CS)ネット
ワークである場合の音声呼、などであり得る。
【００１８】
　さらに、通信マネージャ構成要素30はまた、第1のサブスクリプション18に従ってアク
ティブな呼34で動作することから、第2のサブスクリプション22に従って動作して同じま
たは異なるネットワークとの通信および/またはサービスを取得および/または維持するこ
とに、RF通信リソース32を切り替えることを管理するように構成された、チューンアウェ
イ構成要素36を含む場合がある。たとえば、チューンアウェイ構成要素36は、周期的なチ
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ューンアウェイタイマ44を維持することができ、チューンアウェイタイマ44が満了すると
、RF通信リソース32の動作を変更し、通信マネージャ30が第2のサブスクリプション22に
従って通信することをトリガするように構成される。そのようなチューンアウェイの実行
、およびそれに続く手順は、チューンアウェイモード42で動作していると呼ぶ場合がある
。たとえば、チューンアウェイ構成要素36は、RF通信リソース32に、アクティブな呼34を
サポートする(たとえば、WCDMA(登録商標)通信のような第1のネットワークの通信または
サービスのための)第1のサブスクリプション動作状態から、(たとえば、異なる第1のネッ
トワークサービスまたはGSM(登録商標)通信のような異なる第2のネットワーク通信のため
の)第2のサブスクリプション動作状態になど、動作状態を切り替えさせるか、または再初
期化させる。したがって、チューンアウェイモード42には、限定はしないが、第2のサブ
スクリプション動作状態の覚醒を実施すること、信号およびデータを処理するための対応
するプロトコルスタックをセットアップすること、第2のサブスクリプション関連のクロ
ックを有効にすること、送信機または受信機または送受信機の受信および/または送信の
周波数または周波数レンジを変更することを含むRFチューニング、および第2のサブスク
リプション22を使用する通信を有効にする任意の他のオーバーヘッド手順などの、RF通信
リソース32に関する1つまたは複数の動作が含まれ得る。さらに、第2のサブスクリプショ
ン動作状態が有効になると、チューンアウェイ構成要素36は、UE12および/または通信マ
ネージャ構成要素30に、第2のサブスクリプション22を使用して、限定はしないが、ペー
ジング復調、アイドルモード監視手順、周期的セル/位置/ルーティング更新、セル再選択
、隣接セルシステム情報読取り手順などの1つまたは複数の手順をネットワーク内で実施
させるように構成することができる。その上、一態様では、チューンアウェイ構成要素36
は、すべてのチューンアウェイ手順が完了するまで、UE12をチューンアウェイモード42に
維持するように試みる場合がある。言い換えれば、この場合、チューンアウェイモード42
の持続時間は未定義であり、特定の時間に限定されない。
【００１９】
　一例では、チューンアウェイ構成要素36は、チューンアウェイモード42を開始して、第
2の基地局16を介して、アクティブな呼34をサポートするネットワークとは異なるネット
ワーク、たとえば第2のネットワーク24と通信する。したがって、チューンアウェイ構成
要素36により、チューンアウェイモード42の間に、第2のネットワーク24に対応する第2の
基地局16からアイドルモード信号が受信されたかどうかを、RF通信リソース32が判定する
ことが可能になる。アイドルモード信号は、ページング信号、ブロードキャスト制御チャ
ネル(BCCH)信号、またはUE12の移動性に相関させることができる他の信号などの、ネット
ワーク、たとえば第2のネットワーク24内でブロードキャストされる実質的に任意の信号
に関係することができる。したがって、チューンアウェイ構成要素36により、ページング
復調などのアイドルモード手順を含む、少なくとも第1の手順または第1のセットの手順を
UE12が実施することが可能になる。加えて、通信の状態および/もしくはUE12の動き、ま
たはアイドルモード信号が受信されたかどうかに応じて、チューンアウェイ構成要素36に
より、限定はしないが、受信信号の処理(たとえば、受信されたページングが第2のサブス
クリプション22に関係するかどうかを判定し、そうである場合任意選択で応答すること)
、周期的セル/位置/ルーティング更新、セル再選択などの、追加の手順をデバイスが実施
することが可能になる。これらのチューンアウェイ手順は、UE12と、第2の基地局16およ
び/または第2のネットワーク24などの第2のサブスクリプション22に対応するネットワー
クエンティティとの間で交換されるチューンアウェイ通信38で遂行することができる。そ
のような追加の手順は、第1のサブスクリプション18のアクティブな呼34に対応する非ア
クティビティタイマよりも長い時間期間などの、比較的長い時間期間がかかる場合がある
ことに留意されたい。場合によっては、たとえば、チューンアウェイ構成要素36がチュー
ンアウェイモード42を長い時間期間の間維持するように試みるとき、サポート中のネット
ワーク、たとえば、この場合の第1のネットワーク20が、アクティブな呼34がアクティブ
でないためUE12がもはや無線連絡していないと信じる可能性があるので、そのような追加
の手順により、呼34の無線リンク障害または中止が引き起こされる場合がある。
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【００２０】
　したがって、本態様では、通信マネージャ構成要素30はさらに、アクティブな呼34につ
いてのスループットを維持および最適化し、ならびに第2のサブスクリプション22を使用
してチューンアウェイ関連の手順を完了するために、第2のサブスクリプション22と第1の
サブスクリプション18の両方に関係する通信を制御するように構成された、チューンアウ
ェイリミッタ構成要素40を含む。たとえば、チューンアウェイリミッタ構成要素40は、デ
ュアルSIMデュアルスタンバイ(DSDS)デバイス内で有用であり得る。詳細には、一態様で
は、チューンアウェイリミッタ構成要素40は、チューンアウェイモード42の間行われる手
順を監視し、第1のサブスクリプション18のアクティブな呼34へのチューンバックを選択
的にトリガするために、チューンアウェイ構成要素36を無効にするように構成される。具
体的には、チューンアウェイリミッタ構成要素40は、第2のサブスクリプション22の通信3
8用の現在のサービスセルが、効果的な無線リンクを提供するのに十分良好であると考え
られるとき、1つもしくは複数のチューンアウェイ手順を遅らせることによって、または
チューンアウェイ時間期間の制限を設定することによって、または両方の組合せで、チュ
ーンアウェイモード42の持続時間を制限するように構成される。たとえば、チューンアウ
ェイリミッタ構成要素40は、絶対的なサービングセルパラメータ、または、たとえば隣接
セルパラメータと比較して相対的なサービングセルパラメータの値に基づいて、現在のサ
ービングセルを十分と考えるように構成することができる。そのようなサービング(また
は隣接)セルのパラメータには、限定はしないが、受信信号強度インジケータ(RSSI)など
の信号強度関連パラメータ、信号対ノイズ比(SNR)、搬送波対干渉波ノイズ比(CINR)、基
準信号受信電力(RSRP)、基準信号受信品質(RSRQ)、および/または同様の測定値のうちの1
つまたは複数が含まれ得る。したがって、チューンアウェイリミッタ構成要素40は、たと
えば、UE12による非アクティビティに起因して発生する場合があるアクティブな呼34の無
線リンク障害または他の終了を回避することによって、アクティブな呼34を維持し、スル
ープットを最適化することができる。その上、チューンアウェイリミッタ構成要素40は、
セルの再選択および/またはハンドオーバに向けてUE12を準備することなどの、1つまたは
複数のチューンアウェイモード42の目標を依然達成しながら、アクティブな呼34を維持し
、スループットを最適化することができる。
【００２１】
　言い換えれば、チューンアウェイモード42の間、チューンアウェイリミッタ構成要素40
は、チューンアウェイ手順および第2のサブスクリプション22に関連付けられた対応する
チューンアウェイ通信38を遅延または停止させ、アクティブな呼34を維持するために第1
のサブスクリプション動作状態に従う動作向けにRF通信リソース32を切り替えるように構
成される。加えて、チューンアウェイリミッタ構成要素40は、たとえば次のチューンアウ
ェイモード42が発現すると、RF通信リソース32がもう一度チューンアウェイされて、第2
のサブスクリプション動作状態に従って動作するとき、任意の終了していない追加のチュ
ーンアウェイ手順の継続および完了を管理する。
【００２２】
　一態様では、チューンアウェイリミッタ構成要素40は、特定のチューンアウェイ手順が
いつ完了したか、ならびに追加のチューンアウェイ手順がいつ実施されるべきかを監視、
または場合によっては判定するように構成される。たとえば、チューンアウェイリミッタ
構成要素40は、第1のチューンアウェイ手順46または第1のセットの手順がチューンアウェ
イモード42の間実施されたこと、さらに追加のチューンアウェイ手順48が実施されるべき
であることを判断することができる。さらに、いくつかの態様では、チューンアウェイ手
順46および48に従って動作するUEは、チューンアウェイモード42を規定する。たとえば、
第1のチューンアウェイ手順46には、限定はしないが、アイドルモード信号またはページ
ング信号をリッスンすることなどの信号復調手順が含まれ得る。同様に、たとえば、追加
のチューンアウェイ手順48には、限定はしないが、セル再選択手順、隣接セルシステム情
報読取り手順、登録手順、セル更新手順、位置更新手順、ルーティング更新手順などのう
ちの1つまたは複数が含まれ得る。したがって、追加のチューンアウェイ手順48が実施さ
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れる必要があることを検出すると、チューンアウェイリミッタ構成要素40は、現在のサー
ビングセルが十分であるとき、または現在のチューンアウェイモード42がすでに所与の持
続時間続いていたとき、チューンアウェイモード42の次の発現まで、任意のそれぞれのチ
ューンアウェイ手順を遅らせるように構成される。代替または追加として、チューンアウ
ェイリミッタ構成要素40は、チューンアウェイモード42の間のいつでもアウトオブサービ
ス状態が検出されたとき、RF通信リソース32を第1のサブスクリプション18に従う動作に
戻すように構成される。
【００２３】
　加えて、チューンアウェイリミッタ構成要素40は、上記の機能、たとえば、第2のサブ
スクリプション22のためのチューンアウェイモード42に従う動作の持続時間を制限するこ
と、第1のサブスクリプション18に従う動作に戻すこと、次いで、すべてのチューンアウ
ェイ手順が完了するまで、遅延された追加のチューンアウェイ手順48を後で継続すること
を遂行できることに留意されたい。
【００２４】
　こうして、UE12は、通信マネージャ構成要素30および/またはチューンアウェイリミッ
タ構成要素40を実行して、第1のサブスクリプション18のアクティブな呼34を維持し、対
応するスループットを最適化しながら、第1のチューンアウェイ手順46および第2のサブス
クリプション22に関連付けられた追加のチューンアウェイ手順48を選択的に実施すること
ができる。
【００２５】
　図2を参照すると、一態様では、チューンアウェイリミッタ構成要素40は、第1のサブス
クリプション18と第2のサブスクリプション22の両方に関係する通信を制御するように構
成された様々な副構成要素を含む。たとえば、チューンアウェイリミッタ構成要素40は、
チューンアウェイリミッタ構成要素40に入力を提供して、チューンアウェイモードが制限
されるべきかどうかを判定する様々な構成要素と対話し、かつ/またはそれらを含む。そ
のような制限には、限定はしないが、チューンアウェイモード42の間第2のサブスクリプ
ション22の進行中のチューンアウェイ手順を終了すること、および第1のサブスクリプシ
ョン18のアクティブな呼34に戻ることが含まれ得る。さらに、一態様では、チューンアウ
ェイリミッタ構成要素40は、リミットトリガ56を受信して、チューンアウェイ手順決定器
54によって判断されたように、1つまたは複数の追加のチューンアウェイ手順48が実施さ
れるべきであるとの判断に基づいて、(たとえば、チューンバック構成要素68を介して)第
1のサブスクリプションへのチューンバックを引き起こすことができる。
【００２６】
　いくつかの場合には、チューンアウェイリミッタ構成要素40は、1つまたは複数の追加
のチューンアウェイ手順48が実施されるべきであるとの判断に基づいて、厳密にチューン
バックすることができるが、他の場合には、チューンアウェイリミッタ構成要素40は、1
つまたは複数の追加のチューンアウェイ手順48のある部分をチューンアウェイ時間制限ま
で実施することができる。たとえば、一態様では、チューンアウェイリミッタ構成要素40
は、その時間期間がチューンアウェイタイマ決定器52によって決定され得るチューンアウ
ェイタイマ44(図1)の満了に基づいて、リミットトリガ56を受信することができる。別の
態様では、チューンアウェイリミッタ構成要素40は、セル評価構成要素66によって決定さ
れたような。第2のサブスクリプション22用のサービングセルの決定されたサービングセ
ルパラメータに基づいて、リミットトリガ56を受信することができる。たとえば、決定さ
れたサービングセルパラメータは、サービングセルが十分であり、それによりこれ以上の
検索を必要としないか、または不十分および/もしくはアウトオブサービスであり、それ
によりさらなる検索を必要とするかを示すことができる。チューンアウェイ手順決定器54
は、サービングセルの評価に関係するパラメータが、実施されるべき1つまたは複数の追
加のチューンアウェイ手順48に影響を与える場合があるので、セル評価構成要素66を監視
するか、または場合によってはそれと通信できることに留意されたい。加えて、リミット
トリガ56が生成される一態様では、チューンアウェイリミッタ構成要素40は、コンテキス
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トセーバ60を有する遅延構成要素58を実行して、第1のサブスクリプション18にチューン
バックする前にチューンアウェイ手順46および48の現在の事例および/または状態を記憶
することができる。その後、チューンアウェイリミッタ構成要素40は、チューンバック構
成要素68を実行して、通信マネージャ30を第1のサブスクリプション18のアクティブな呼3
4にチューンバックさせることができる。
【００２７】
　たとえば、チューンアウェイリミッタ構成要素40は、いつ第1のサブスクリプションの
アクティブな呼34を選択的にトリガするか、またはそれにチューンバックするかを監視お
よび/または決定するように構成された、リミット決定器50を含む。言い換えれば、リミ
ット決定器50は、1つまたは複数の追加のチューンアウェイ手順の実施を制限するように
決定することができる。詳細には、リミット決定器50は、チューンアウェイ時間期間制限
を決定および/または設定するように構成された、チューンアウェイタイマ決定器52を含
む。たとえば、チューンアウェイタイマ決定器52は、チューンアウェイタイマ44に特有の
チューンアウェイ時間期間制限を決定する。たとえば、チューンアウェイタイマ決定器52
は、所与の時間期間内でUE12から通信を受信できなかったことからもたらされる第1のネ
ットワーク内のタイムアウト期間に基づいて、チューンアウェイ時間期間制限を決定する
ことができる。したがって、チューンアウェイタイマ決定器52はまた、そのような決定に
続いて、決定されたチューンアウェイ時間期間制限でチューンアウェイタイマ44をプログ
ラムおよび/または設定することができる。たとえば、限定と解釈されるべきでないいく
つかの事例では、チューンアウェイタイマ44の時間期間は、60msから120msまで変化する
。たとえば、一態様では、リミット決定器50の動作からもたらされるタイマの変化は、1
つまたは複数のネットワーク20および24(たとえば、WCDMA(登録商標))のスループットに
基づく場合がある。
【００２８】
　加えて、いくつかの態様では、時間期間は、第1のサブスクリプション18のネットワー
クタイマおよび/またはネットワークタイマの期間/持続時間に基づく場合がある。たとえ
ば、ネットワークタイマはUEの活動を効果的に追跡する。言い換えれば、ネットワークタ
イマに基づく特定の時間期間の後、ネットワークがUEから通信を受信しなかった場合、UE
がアクティブな呼34を失ったと見なし、したがって接続を終了する場合がある。その上、
チューンアウェイリミッタ構成要素40は、リミット決定器50などの、その中の任意の1つ
または複数の構成要素を介して、チューンアウェイモード42の期間(たとえば、どのくら
い長くチューンアウェイモード42にいたか)を記録し、もしあれば、何の追加のチューン
アウェイ手順48が行われる必要があるかを判定することができる。したがって、追加のチ
ューンアウェイ手順48が通常どのくらい長くかかるかについての記憶された情報を参照す
ることができる。その後、リミット決定器50は、第1のネットワークのタイムアウトタイ
マを参照し、時間制限を決定することができる。たとえば、非限定的な場合、チューンア
ウェイリミッタ構成要素40は、UEが第1の時間期間(たとえば、10ms)の間チューンアウェ
イモード42にいたこと、および第1のネットワークのタイムアウトタイマが第2の時間期間
(たとえば、20ms)であることを検出および/または判断することができる。次の手順がい
つ行われるか(たとえば、15ms)を検出した後、チューンアウェイリミッタ構成要素40は、
第1のサブスクリプション18上のタイムアウトおよび次の呼の取りやめを回避するために
、直ちに、またはおおよそ第1の時間期間と第2の時間期間との差(たとえば、10ms)でチュ
ーンバックできると判断する。
【００２９】
　さらなる態様では、チューンアウェイリミッタ40は、第1および追加の手順状態、たと
えば手順のうちのどれだけが実施されたか、または実施されずに残っているか、およびそ
れに関連する任意のデータを監視および/または判断するように構成された、チューンア
ウェイ手順決定器54を含む場合がある。たとえば、チューンアウェイ手順決定器54は、第
1のチューンアウェイ手順46または第1のセットの手順がチューンアウェイモード42の間実
施されたこと、さらに追加のチューンアウェイ手順48が実施されるべきであることを判断
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することができる。チューンアウェイリミッタ構成要素40はまた、チューンアウェイタイ
マ決定器52によって決定された時間期間制限をチューンアウェイタイマ44に提供すること
によって、第2のサブスクリプション22の通信38用の現在のサービスセルが効果的な無線
リンクを提供するのにいつ十分であると考えられるかのトリガを(たとえば、通知を介し
て)提供するように構成された、リミットトリガ56を含む場合がある。さらに、一態様で
は、リミットトリガ56は、セル評価構成要素66からセル評価の通知および/または信号を
受信することができ、通知または信号は十分なサービングセルのシナリオを表す。他の事
例では、たとえば、通知または信号は、継続される手順を求める不十分なサービングセル
のシナリオを表す場合がある。リミットトリガ56はまた、チューンバック構成要素68と通
信して、チューンバック構成要素68をトリガするか、または第1のサブスクリプション18
のアクティブな呼34にいつチューンバックするかを選択的に通知することができる。たと
えば、チューンバック構成要素68は、1つまたは複数の追加のチューンアウェイ手順48の
実施を制限する決定に基づいて、チューンアウェイモード42に終了を通知し、第1のサブ
スクリプション18にチューンバックすることができる。
【００３０】
　加えて、チューンアウェイリミッタ構成要素40は、たとえば、現在のサービングセルの
十分さ、または現在のチューンアウェイモード42がいつ満了したかに基づいて、次のチュ
ーンアウェイモード42の発現まで、任意のチューンアウェイ手順の実施を遅らせるように
構成された、遅延構成要素58を含む場合がある。追加のチューンアウェイ手順48を含む場
合があるチューンアウェイ手順の実施を遅らせることをそのように決定すると、遅延構成
要素58は、コンテキストセーバ60によって、チューンアウェイ実施コンテキストを保存す
ることができる。たとえば、コンテキストセーバ60は、チューンアウェイ手順が停止され
た状態を表す事例をストレージデバイスに保存することができる。言い換えれば、この場
合、追加のチューンアウェイ手順48の一部分のみがチューンアウェイモード42の最後に実
施された可能性がある。次のチューンアウェイモード42の間、コンテキストセーバ60は、
保存されたコンテキストを構成要素のいずれ(たとえば、チューンアウェイ構成要素36)に
も提供することができ、その結果、チューンアウェイ手順は、チューンアウェイ手順が以
前遅延された事例および状態で再開することができる。その上、遅延構成要素58は、限定
はしないが、セル再選択手順、隣接セルシステム情報読取り手順、登録手順、セル更新手
順、位置更新手順、およびルーティング更新手順を含む、複数の手順のうちの任意の1つ
もしくは複数、またはそれらの任意の部分を遅らせることができる。
【００３１】
　さらなる態様では、チューンアウェイリミッタ構成要素40は、チューンアウェイモード
42の間アウトオブサービス状態64を決定するように構成された、アウトオブサービス状態
決定器62を含む場合がある。たとえば、アウトオブサービス状態決定器62は、チューンバ
ック構成要素68がチューンアウェイモード42を終了し、第1のサブスクリプション18にチ
ューンバックするようなアウトオブサービス状態を実施するか、または場合によってはチ
ューンバック構成要素68に通知する。たとえば、アウトオブサービス決定器62は、UE12が
基地局を介して(たとえば、基地局14または16を介して)ネットワークとの通信を検出し確
立したかどうかを監視することができる。UE12が所与の時間期間の後ネットワーク通信を
検索したが確立に失敗した場合、アウトオブサービス決定器62は、UE12がアウトオブサー
ビス状態にあると判断することができる。
【００３２】
　図3を参照すると、セル評価構成要素66(図2)のさらなる態様が提供される。セル評価構
成要素66は、チューンアウェイリミッタ構成要素40および/または通信マネージャ30のう
ちの任意の1つまたは複数の構成要素に、セル評価情報を提供するように構成することが
できる。たとえば、セル評価構成要素66は、チューンアウェイ手順の実施をいつ遅らせる
か、および/または追加のチューンアウェイ手順48をいつ実施するかを遅延構成要素58に
示すために、セル評価情報を遅延構成要素58に提供することができる。そのような判定を
行うために、セル評価構成要素66は、下記に記載されるように比較目的で使用される様々
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なしきい値を決定および/または記憶するように構成された、しきい値構成要素70を含む
場合がある。しきい値構成要素70は、効果的な無線通信リンクに対応するサービングセル
パラメータの値の第1のセットを表す、第1のしきい値72を含む場合がある。さらに、しき
い値構成要素70は、実質的に効果的な無線通信リンクに対応するサービングセルパラメー
タの値の第2のセットを表す、第2のしきい値74を含む場合がある。その上、しきい値構成
要素70は、実質的に非効果的な無線通信リンクに対応するサービングセルパラメータの値
の第3のセットを表す、第3のしきい値76を含む場合がある。加えて、しきい値構成要素70
は、実質的に効果的および/または非効果的な無線通信リンクに対応するサービングセル
パラメータの値のセットを表す、追加のしきい値を決定および/または記憶するように構
成することができる。
【００３３】
　さらなる態様では、しきい値構成要素70は、対応する隣接セルパラメータ82と比較して
サービングセルパラメータの相対値のセットを表す、相対隣接セルしきい値(relative-to
-neighbor cell threshold)78を含む場合がある。たとえば、相対隣接セルしきい値78は
、相対的に強いかまたは弱いサービングセルを示すことができる。
【００３４】
　加えて、セル評価構成要素66は、チューンアウェイモード42で第2のサブスクリプショ
ン22を使用する通信に対応する少なくとも1つのサービングセルパラメータを決定するよ
うに構成された、サービングセルパラメータ決定器82を含む場合がある。言い換えれば、
サービングセルパラメータ決定器82は、1つまたは複数のサービングセルパラメータ84を
決定および記憶するように構成される。少なくとも1つの決定されたサービングセルパラ
メータは、その後セルパラメータ84として記憶することができる。また、サービングセル
パラメータには、いくつかある態様の中で特に、サービングセルの電力レベル関係パラメ
ータが含まれ得る。さらに、多数のセルパラメータ84は、セルの評価目的でサービングセ
ルパラメータ決定器82に記憶することができる。いくつかの態様では、セルパラメータ84
およびしきい値構成要素70のしきい値は、比較器86に提供されて、追加のチューンアウェ
イ手順48をいつ遅延および/または実施するかを決定することができる。たとえば、比較
器86は、サービングセルパラメータを第1、第2、および/または第3のしきい値と比較し、
結果を通信マネージャ30の1つまたは複数の構成要素または副構成要素に提供することが
できる。
【００３５】
　図4を参照すると、本装置および本方法がどのように動作してチューンアウェイを制限
するかの一例は、RF通信リソース32(図1)の使用を表すRF通信リソース利用チャート90を
含む。詳細には、RF通信リソース32は、WCDMA(登録商標)通信用などの第1のサブスクリプ
ション18(図1)に対応する第1のサブスクリプション構成92、およびGERAN通信用などの第2
のサブスクリプション22(図1)に対応する第2のサブスクリプション構成94を含む。さらに
、チャート90では、網掛けされた領域は使用状態を表し、網掛けされていない領域は不使
用状態および/またはスリープ状態を表し、クロスハッチされた領域は検出されたが実施
されていない追加のチューンアウェイ手順48を表す。
【００３６】
　最初に、91で、RF通信リソース32は、データセッションなどのアクティブな呼34をサポ
ートするために、第1のサブスクリプション構成92で使用中である。また、この時間の間
、第2のサブスクリプション構成94は使用中ではなく、たとえばスリープ状態にある。そ
の後、93で、RF通信リソース32の使用は、たとえば、覚醒およびページング復調を含む第
1のチューンアウェイ手順46などの、1つまたは複数の最初のチューンアウェイ手順を実施
するために、第2のサブスクリプション構成94に移送される。この移送は、たとえば、周
期的なチューンアウェイ時間の到来に基づいて、チューンアウェイ構成要素36(図1)によ
ってトリガすることができる。次に、95で、第1のチューンアウェイ手順46の後、かつ追
加のチューンアウェイ手順48が実施されるべきと判断すると、RF通信リソース32の使用は
、また第1のサブスクリプション構成92に移送される。たとえば、95でのリソースの移送
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は、第2のサブスクリプション通信用のサービングセルのサービングセルパラメータが、
パラメータの絶対値に基づくか、または、隣接基地局(たとえば、再選択またはハンドオ
ーバの候補)の対応するパラメータと比較されたパラメータの相対値に基づくかのいずれ
かで効果的な無線通信リンクを有するのに十分良好であると判断することに基づく。した
がって、95で、本装置および本方法は、たとえば、チューンアウェイモード周期96に基づ
く次のチューンアウェイモード42まで、1つまたは複数の追加のチューンアウェイ手順48
の実施を遅らせるように決定する。
【００３７】
　さらに、97で、次のチューンアウェイモード42が発現すると、RF通信リソース32の使用
は、第2のサブスクリプション構成94に戻されて、たとえば、1つまたは複数の追加のチュ
ーンアウェイ手順48の実施を継続する。したがって、第2のサブスクリプション構成94に
従うRF通信リソース32の使用は、たとえば、チューンアウェイ時間期間98の満了まで継続
することができ、これにより、第1のサブスクリプション構成92に従うRF通信リソース32
の動作への別のチューンバックが引き起こされる。
【００３８】
　本装置および本方法は、(1つの代替形態では、97で発現する場合がある)すべての追加
のチューンアウェイ手順48の完了まで、上述されたような周期的な制限されたチューンア
ウェイモード42を実施し続けることができる。したがって、チューンアウェイモード42の
間のRF通信リソース32の使用が完了し、RF通信リソース32は、第1のサブスクリプション
構成92に戻されて、たとえば、アクティブな呼34を再開する。
【００３９】
　本明細書に記載されたように、チャート90は、RF通信リソース32の使用を制御する際に
、チューンアウェイリミッタ構成要素40の多くの可能な異なる実装形態のうちの一例のみ
を表すことを理解されたい。
【００４０】
　図5を参照すると、一態様では、UE12は、特別にプログラムまたは構成されたコンピュ
ータデバイスを含む場合がある。UE12は、本明細書に記載された構成要素および機能のう
ちの1つまたは複数に関連する処理機能を遂行するためのプロセッサ100を含む。プロセッ
サ100は、プロセッサまたはマルチコアプロセッサの単一のセットまたは複数のセットを
含むことができる。その上、プロセッサ100は、統合処理システムおよび/または分散処理
システムとして実装することができる。加えて、プロセッサ100は、制限されたチューン
アウェイモード42に関係する、本明細書に記載された機能を実施するように構成すること
ができる。
【００４１】
　UE12はさらに、本明細書で使用されるデータ、および/またはプロセッサ100によって実
行されているアプリケーションのローカルバージョンを記憶するなどのためのメモリ102
を含む。メモリ102は、ランダムアクセスメモリ(RAM)、読取り専用メモリ(ROM)、テープ
、磁気ディスク、光ディスク、揮発性メモリ、不揮発性メモリ、およびそれらの任意の組
合せなどの、コンピュータが使用できる任意のタイプのメモリを含むことができる。加え
て、プロセッサ102は、制限されたチューンアウェイモード42に関係する、本明細書に記
載された機能を実施するためのデータおよび/またはコードもしくはコンピュータ可読命
令を記憶するように構成することができる。
【００４２】
　さらに、UE12は、本明細書に記載されたようなハードウェア、ソフトウェア、およびサ
ービスのうちの1つまたは複数を利用して、1つまたは複数のエンティティとの通信を確立
し維持することを可能にする通信構成要素104を含む。通信構成要素104は、UE12上の構成
要素の間で通信信号を搬送し、ならびにUE12と、有線もしくはワイヤレスの通信ネットワ
ークにわたって位置するデバイス、および/またはUE12に直列もしくはローカルに接続さ
れたデバイスなどの外部デバイスとの間で通信信号を交換することができる。たとえば、
通信構成要素104は、1つまたは複数のバスを含む場合があり、外部デバイスとインターフ
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ェースするために動作可能な、送信機および受信機にそれぞれ関連付けられた送信チェー
ン構成要素および受信チェーン構成要素、または送受信機をさらに含む場合がある。さら
なる態様では、通信構成要素104は、制限されたチューンアウェイモード42に関係する、
本明細書に記載された機能を実施するように構成することができる。
【００４３】
　加えて、UE12は、本明細書に記載された態様とともに使用される情報、データベース、
およびプログラムの大容量ストレージを可能にする、ハードウェアおよび/またはソフト
ウェアの任意の適切な組合せであり得る、データストア106をさらに含む場合がある。た
とえば、データストア106は、本明細書に記載された態様に関係するアプリケーションお
よびデータなどの、プロセッサ100によって現在実行されていないアプリケーションおよ
びデータ用のデータリポジトリであり得る。
【００４４】
　UE12は、UE12のユーザからの入力を受信するように動作可能であり、ユーザへの提示用
の出力を生成するようにさらに動作可能である、ユーザインターフェース構成要素108を
さらに含む場合がある。ユーザインターフェース構成要素108には、限定はしないが、キ
ーボード、ナンバーパッド、マウス、タッチセンサ式ディスプレイ、ナビゲーションキー
、ファンクションキー、マイクロフォン、音声認識構成要素、ユーザからの入力を受信す
ることが可能な任意の他の機構、またはそれらの任意の組合せを含む、1つまたは複数の
入力デバイスが含まれ得る。さらに、ユーザインターフェース構成要素108には、限定は
しないが、ディスプレイ、スピーカ、触覚型フィードバック機構、プリンタ、ユーザに出
力を提示することが可能な任意の他の機構、またはそれらの任意の組合せを含む、1つま
たは複数の出力デバイスが含まれ得る。
【００４５】
　加えて、UE12は、特別にプログラムされたコンピュータ可読命令もしくはコード、ファ
ームウェア、ハードウェア、1つもしくは複数のプロセッサモジュール、またはそれらの
何らかの組合せなどにおいて、制限されたチューンアウェイモード42を有効にするための
、図1に関して記載されたような通信マネージャ構成要素30を含む場合がある。
【００４６】
　図6を参照すると、動作中、UE12(図1)などのUEは、制限されたチューンアウェイモード
42を含む、複数のサブスクリプションと通信するための方法200の一態様を実施すること
ができる。説明を簡単にするために、方法は一連の動作として図示および記載されている
が、いくつかの動作は、1つまたは複数の実施形態によれば、本明細書で図示および記載
された順序とは異なる順序で、および/または他の動作と同時に行われ得るので、方法は
動作の順序に限定されないことを理解し諒解されたい。たとえば、方法は、代わりに、状
態図などにおいて、一連の相互に関係する状態またはイベントとして表すことができるこ
とを諒解されたい。その上、本明細書に記載された1つまたは複数の特徴に従って方法を
実施するために、示されたすべての動作が必要とされ得るわけではない。
【００４７】
　一態様では、ブロック202で、方法200は、チューンアウェイモードの間第1のサブスク
リプションのアクティブな呼からチューンアウェイして、第2のサブスクリプションを使
用して通信することを含む。たとえば、上述されたように、通信マネージャ30(図1)は、
チューンアウェイ構成要素36を実行して、チューンアウェイモード42の間第1のサブスク
リプション18のアクティブな呼34からチューンアウェイすることができる。
【００４８】
　ブロック204で、方法200は、チューンアウェイモードの間第2のサブスクリプションを
使用して第1のチューンアウェイ手順を実施することを含む。たとえば、上述されたよう
に、通信マネージャ30(図1)は、第1のチューンアウェイ手順構成要素46を実行して、第1
のチューンアウェイ手順を実施することができる。
【００４９】
　ブロック206で、方法200は、第1のチューンアウェイ手順の実施の後で第2のサブスクリ
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プションを使用して、チューンアウェイモードの間1つまたは複数の追加のチューンアウ
ェイ手順が実施されるべきかどうかを判定することを含む。たとえば、上記の通信マネー
ジャ30(図1)は、チューンアウェイリミッタ構成要素40(図1および図2)を実行して、追加
のチューンアウェイ手順48が実施されるべきかどうかを判定するように構成することがで
きる。
【００５０】
　ブロック208で、方法200は、1つまたは複数の追加のチューンアウェイ手順の実施を制
限するように決定することを含む。たとえば、上述されたように、通信マネージャ30(図1
)は、チューンアウェイリミッタ構成要素40を実行して、追加のチューンアウェイ手順48
の実施を制限するがどうかを判定することができる。
【００５１】
　ブロック210で、方法200は、チューンアウェイモードの間実施を制限する決定に応答し
て、チューンアウェイモードのチューンアウェイ周期に基づいて、第2のサブスクリプシ
ョンへの次のチューンアウェイの発現まで、1つまたは複数の追加のチューンアウェイ手
順の実施を遅らせることを含む場合がある。たとえば、上述されたように、通信マネージ
ャ30(図1)は、チューンアウェイリミッタ40(図1および図2)を実行することができ、次に
チューンアウェイリミッタ40(図1および図2)は、遅延構成要素58を実行して、次のチュー
ンアウェイ(たとえば、チューンアウェイモード42)の発現まで、追加の手順48の実施を遅
らせることができる。さらなる態様では、限定はしないが、追加の手順48、チューンアウ
ェイタイマ44の満了、少なくとも1つの第2のサブサービングセル状態(たとえば、アウト
オブサービス)を厳密に検出することを含む、さらなる決定された状態の結果として、遅
延が生じる場合がある。
【００５２】
　いくつかの態様では、チューンアウェイモードの間実施を遅らせることは、チューンア
ウェイモード内で第2のサブスクリプションを使用する通信に対応するサービングセルパ
ラメータを決定することをさらに含む。その後、サービングセルパラメータを使用して、
効果的な無線通信リンクに対応するサービングセルパラメータの値の第1のセットを表す
第1のしきい値、実質的に効果的な無線通信リンクに対応するサービングセルパラメータ
の値の第2のセットを表す第2のしきい値、および実質的に非効果的な無線通信リンクに対
応するサービングセルパラメータの値の第3のセットを表す第3のしきい値のうちの1つま
たは複数との比較を行うことができる。その後、追加のチューンアウェイ手順を実施する
か、または遅らせるかの判定が行われる。決定されたサービングセルパラメータが第1の
しきい値を満たすか、または決定されたサービングセルパラメータが第1のしきい値を満
たし、対応する隣接セルパラメータと比較してサービングセルパラメータの相対値のセッ
トを表す相対隣接セルしきい値を満たすとき、ユーザ機器は遅延を実施することができ、
相対隣接セルしきい値は相対的に強いサービングセルを示す。しかしながら、ユーザ機器
は、決定されたサービングセルパラメータが第3のしきい値を満たすとき、1つまたは複数
の追加のチューンアウェイ手順のうちの少なくとも1つを実施することができる。さらに
、通信マネージャ30(図1)は、チューンアウェイリミッタ構成要素40およびその様々な副
構成要素を実行して、上記の機能を遂行するように構成することができる。
【００５３】
　そして、ブロック212で、方法200は、1つまたは複数の追加のチューンアウェイ手順の
実施を制限する決定に基づいて、チューンアウェイモードを終了し、アクティブな呼に対
する第1のサブスクリプションの使用にチューンバックすることを含む。たとえば、上述
されたように、通信マネージャ30(図1)は、チューンアウェイリミッタ40(図1および図2)
を実行して、チューンアウェイモード42を終了し、次にチューンバック構成要素68(図2)
を実行して、アクティブな呼34に対する第1のサブスクリプション18の使用にチューンバ
ックすることができる。
【００５４】
　方法200によれば、一態様では、UE12は、チューンアウェイモード42の持続時間を制限
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する方式で、様々なサブスクリプションの間でRF通信リソースを切り替えることができる
。その上、方法200は、通信マネージャ30、またはチューンアウェイ構成要素36およびチ
ューンアウェイリミッタ構成要素40などの、その1つもしくは複数の構成要素の実行によ
って遂行することができる。
【００５５】
　図7を参照すると、チューンアウェイ手順が遅らされる1つの使用事例では、第2のサブ
スクリプション構成、たとえばGSM(登録商標)またはGERANの構成においてRF通信リソース
を動作させて、制限されたチューンアウェイモードを実施する方法220は、スリープモー
ド内のRF通信リソースの第2のサブスクリプション構成を用いて、ブロック222で始まる。
【００５６】
　チューンアウェイモードの動作へのUEの遷移の結果、この場合、それぞれブロック224
での覚醒手順およびブロック226でのページング復調手順を含む、1つまたは複数の第1の
チューンアウェイ手順が実施される。たとえば、通信マネージャ30(図1)は、チューンア
ウェイ構成要素36を実行して、第1のチューンアウェイ手順46を実施することができる。
【００５７】
　次に、ブロック228で、たとえば、1つまたは複数の追加のチューンアウェイ手順を完了
するために、より長い持続時間の間、RF通信リソースが保持されるべきか否かについて、
判定が行われる。たとえば、通信マネージャ30(図1)は、チューンアウェイリミッタ構成
要素40を実行して、通信リソース32が1つまたは複数の追加のチューンアウェイ手順48を
完了すべきかどうかを判定することができる。そのような追加のチューンアウェイ手順に
は、限定はしないが、セル再選択手順、隣接セルシステム情報読取り手順、登録手順、セ
ル更新手順、位置更新手順、ルーティング更新手順などが含まれ得る。
【００５８】
　追加のチューンアウェイ手順が保留中でない場合、ブロック240で、RF通信リソースお
よび任意の他の対応または関係するリソースが解放され、ブロック242で、第2のサブスク
リプション構成がスリープ状態などの非アクティブ状態に戻される。たとえば、ユーザ機
器12(図1)は、1つまたは複数の構成要素または副構成要素を実行して、通信リソース32を
解放し、非アクティブ状態に戻すことができる。
【００５９】
　追加のチューンアウェイ手順が実施されるべきである場合、一態様では、ブロック230
で、サービングセルパラメータが決定される。たとえば、サービングセルが単独で、また
は隣接セルと比べて、サービングセルとして維持されるのに十分であるかどうか、または
再選択が実施されるべきかどうかを判定するために、第2のサブスクリプション22のサー
ビングセルの電力が評価される。さらに、いくつかの態様では、サービングセルパラメー
タは、受信信号強度などのサービングセルの電力レベルであり得る。さらに、一態様では
、通信マネージャ30(図1)は、チューンアウェイリミッタ構成要素40を実行して、サービ
ングセルパラメータを決定することができる。
【００６０】
　ブロック232で、受信されたサービングセルパラメータが、次いで、サービングセルに
よって提供されている効果的な通信リンクを表す第1のしきい値と比較される。たとえば
、一態様では、決定されたサービングセルの電力レベルは、限定はしないが、この例では
-75dBmなどのしきい値と比較されて、決定されたサービングセルの電力レベルが第1のし
きい値よりも大きいかどうかを評価する。その上、いくつかの態様では、通信マネージャ
30(図1)は、チューンアウェイリミッタ構成要素40を実行し、次にチューンアウェイリミ
ッタ構成要素40は、セル評価構成要素などのその様々な構成要素が、受信されたサービン
グセルパラメータを第1のしきい値と比較することを可能にする。
【００６１】
　決定されたサービングセルの電力レベルが第1のしきい値よりも大きい場合、ブロック2
40で、RF通信リソースおよび任意の他の対応または関係するリソースが解放され、ブロッ
ク242で、第2のサブスクリプション構成がスリープ状態などの非アクティブ状態に戻され
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る。
【００６２】
　決定されたサービングセルの電力レベルが第1のしきい値よりも大きくない場合、ブロ
ック234で、それはサービングセルによって提供されている適度に効果的な通信リンクを
表すしきい値の第2のセットと比較される。場合によっては、しきい値の第2のセットは、
高いしきい値および低いしきい値であり得る。たとえば、一態様では、決定されたサービ
ングセルの電力レベルは、限定はしないが、この例では-85dBmと-75dBmとの間などのしき
い値のセットと比較されて、決定されたサービングセルの電力レベルが第2のしきい値よ
りも大きいかどうかを評価する。いくつかの態様では、通信マネージャ30(図1)は、チュ
ーンアウェイリミッタ構成要素40を実行することができ、次にチューンアウェイリミッタ
構成要素40は、セル評価構成要素などのその様々な構成要素が、受信されたサービングセ
ルパラメータを第2のしきい値と比較することを可能にする。
【００６３】
　決定されたサービングセルパラメータが第2のしきい値よりも小さいか、または場合に
よっては第2のしきい値を達成できない場合、ブロック238で、1つまたは複数の追加のチ
ューンアウェイ手順を実施することができる。この例では、セル再選択を実施することが
できる。たとえば、通信マネージャ30(図1)は、チューンアウェイ構成要素36を実行して
、追加のチューンアウェイ手順48を実施することができる。1つまたは複数の追加のチュ
ーンアウェイ手順を実施した後、ブロック240で、RF通信リソースおよび任意の他の対応
または関係するリソースが解放され、ブロック242で、第2のサブスクリプション構成がス
リープ状態などの非アクティブ状態に戻される。
【００６４】
　決定されたサービングセルパラメータが第2のしきい値を満たす場合、ブロック236で、
決定されたサービングセルパラメータが相対的なしきい値を満たすかどうかについて、判
定が行われる。たとえば、相対的なしきい値は、対応する隣接セルパラメータと比較して
、サービングセルパラメータの相対値のセットを表す相対隣接セルしきい値であり得るし
、相対隣接セルしきい値は、相対的に強いサービングセルを示す。この場合、相対的なし
きい値は、隣接セルパラメータ、たとえば電力レベルがサービングセルの電力レベルより
も10dBm大きい状態である。追加のチューンアウェイ手順が隣接セルシステム情報の読取
り、たとえばセルブロードキャスト共通チャネル(CELL BCCH)を読み取ることである別の
例では、相対的なしきい値は、隣接セルの電力レベルがサービングセルよりも20dB大きい
状態である。たとえば、通信マネージャ30(図1)は、チューンアウェイリミッタ構成要素4
0を実行することができ、次にチューンアウェイリミッタ構成要素40は、セル評価構成要
素などのその様々な構成要素が、受信されたサービングセルパラメータを相対的なしきい
値と比較することを可能にする。いくつかの態様では、相対的なしきい値は、第3のしき
い値と同じであると考えることができる。
【００６５】
　隣接セルの電力レベルがサービングセルの電力よりも10dBm大きい場合、この例では、
ブロック238で、セル再選択などの1つまたは複数の追加の手順が実施される。同様に、別
のケースでは、隣接セルの電力レベルがサービングセルの電力よりも20dB大きい場合、ブ
ロック238で、セルブロードキャスト共通チャネル(CELL BCCH)を読み取ることなどの1つ
または複数の追加の手順が実施される。したがって、追加のチューンアウェイ手順のうち
の様々な手順は、絶対的なしきい値または相対的なしきい値のいずれかを含む様々なしき
い値に対応できることに留意されたい。次いで、ブロック240で、RF通信リソースおよび
任意の他の対応または関係するリソースが解放され、ブロック242で、第2のサブスクリプ
ション構成がスリープ状態などの非アクティブ状態に戻される。
【００６６】
　隣接セルの電力レベルがサービングセルの電力レベルよりも10dBm大きくない場合、チ
ューンアウェイ手順を遅らせることができ、したがって、ブロック240で、RF通信リソー
スおよび任意の他の対応または関係するリソースが解放され、ブロック242で、第2のサブ
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スクリプション構成がスリープ状態などの非アクティブ状態に戻される。
【００６７】
　図8を参照すると、チューンアウェイ時間が制限される別の使用事例では、第2のサブス
クリプション構成、たとえばGSM(登録商標)またはGERANの構成においてRF通信リソースを
動作させて、制限されたチューンアウェイモードを実施する方法250は、スリープモード
内のRF通信リソースの第2のサブスクリプション構成を用いて、ブロック252で始まる。
【００６８】
　チューンアウェイモード動作へのUEの遷移の結果、この場合、それぞれブロック254で
の覚醒手順およびブロック254でのページング復調手順を含む、1つまたは複数のチューン
アウェイ手順が実施される。たとえば、通信マネージャ30(図1)は、チューンアウェイ構
成要素36を実行して、第1のチューンアウェイ手順46を実施することができる。
【００６９】
　次に、ブロック256で、たとえば、1つまたは複数の追加のチューンアウェイ手順を完了
するために、より長い持続時間の間、RF通信リソースが保持されるべきか否かについて、
判定が行われる。たとえば、通信マネージャ30(図1)は、チューンアウェイリミッタ構成
要素40を実行して、通信リソース32が1つまたは複数の追加のチューンアウェイ手順48を
完了すべきかどうかを判定することができる。そのような追加のチューンアウェイ手順に
は、限定はしないが、セル再選択手順、隣接セルシステム情報読取り手順、登録手順、セ
ル更新手順、位置更新手順、ルーティング更新手順などが含まれ得る。
【００７０】
　追加のチューンアウェイ手順が保留中でない場合、ブロック258で、アウトオブサービ
ス状態が存在するかどうかについて、判定が行われる。たとえば、チューンアウェイリミ
ッタ構成要素40(図2)は、アウトオブサービス状態決定器62を実行して、アウトオブサー
ビス状態が存在するかどうかを判定するように構成することができる。そうでない場合、
ブロック266で、RF通信リソースおよび任意の他の対応または関係するリソースが解放さ
れ、ブロック268で、第2のサブスクリプション構成がスリープ状態などの非アクティブ状
態に戻される。
【００７１】
　しかしながら、追加のチューンアウェイ手順が実施されるべきである場合、またはアウ
トオブサービス状態が存在する場合、ブロック258で、チューンアウェイタイマが開始さ
れ、チューンアウェイタイマは、第1のサブスクリプション18(図1)のアクティブな呼34(
図1)用の非アクティビティタイマが満了する前の残りの時間に対応することができる、規
定された時間の長さで満了する。たとえば、チューンアウェイ構成要素36(図1)は、チュ
ーンアウェイタイマ44を実行して、チューンアウェイ手順を実施できる規定された持続時
間を提供するように構成することができる。
【００７２】
　次いで、ブロック260で、1つまたは複数の追加のチューンアウェイ手順を実施すること
ができる。いくつかの態様では、通信マネージャ30(図1)は、チューンアウェイ構成要素3
6を実行して、追加のチューンアウェイ手順を実施するように構成することができる。た
とえば、この例では、これらの手順は、アウトオブサービス手順、電力スキャン、セル再
選択、隣接セルシステム情報読取りなどのうちの1つまたは複数を実施することを含む。
【００７３】
　1つまたは複数の追加のチューンアウェイ手順の実施中、チューンアウェイタイマが監
視され、チューンアウェイタイマが満了したかどうかが判定される。たとえば、通信マネ
ージャ30(図1)は、チューンアウェイリミッタなどの様々な副構成要素のうちの任意の1つ
または複数を実行して、チューンアウェイタイマが満了したかどうかを監視および判定す
るように構成することができる。
【００７４】
　チューンアウェイタイマが満了していない場合、1つまたは複数の追加のチューンアウ
ェイ手順の実施は継続される。
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【００７５】
　チューンアウェイタイマが満了したと判定された場合、ブロック264で、タスクコンテ
キスト、たとえば現在の追加のチューンアウェイ手順の状態は保存される。たとえば、チ
ューンアウェイリミッタ構成要素30(図2)は、遅延構成要素58を実行して、タスクコンテ
キストを保存するように構成することができる。次いで、保存されたタスクコンテキスト
は、たとえば、次のチューンアウェイモードが発現すると、追加のチューンアウェイ手順
を継続するための開始点として参照することができる。その後、ブロック266で、RF通信
リソースおよび任意の他の対応または関係するリソースが解放され、ブロック268で、第2
のサブスクリプション構成がスリープ状態などの非アクティブ状態に戻される。
【００７６】
　図7および図8の使用事例は、別個に、または組み合わせて実施できることに留意された
い。また、これらのフローチャートは例示的であり、本装置および本方法を実装するため
に他のフローおよび他の値/範囲を利用できることに留意されたい。その上、方法220およ
び方法250は、通信マネージャ30、またはチューンアウェイ構成要素36およびチューンア
ウェイリミッタ構成要素40(図1、図2および図3)などの、その1つもしくは複数の構成要素
の実行によって遂行できることに留意されたい。
【００７７】
　図9を参照すると、UE内の改善されたチューンアウェイのための例示的なシステム110が
表示される。たとえば、システム110は、少なくとも部分的に、UE12(図1)などのユーザ機
器の内部に存在することができる。システム110は、プロセッサ、ソフトウェア、または
それらの組合せ(たとえば、ファームウェア)によって実装される機能を表す機能ブロック
であり得る、機能ブロックを含むものとして表されていることを諒解されたい。システム
110は、連携して動作することができる電気的構成要素の論理グルーピング112を含む。た
とえば、論理グルーピング112は、チューンアウェイモードの間第1のサブスクリプション
のアクティブな呼からチューンアウェイして、第2のサブスクリプションを使用して通信
するための電気的構成要素114を含むことができる。一態様では、電気的構成要素114は、
通信マネージャ構成要素30またはその構成要素(図1)を含む場合がある。加えて、論理グ
ルーピング112は、チューンアウェイモードの間第2のサブスクリプションを使用して第1
のチューンアウェイ手順を実施するための電気的構成要素116を含むことができる。一態
様では、電気的構成要素116は、通信マネージャ構成要素30またはその構成要素(図1)を含
む場合がある。さらに、論理グルーピング112は、第1のチューンアウェイ手順の実施の後
で第2のサブスクリプションを使用して、チューンアウェイモードの間1つまたは複数の追
加のチューンアウェイ手順が実施されるべきかどうかを判定するための電気的構成要素11
8を含むことができる。一態様では、電気的構成要素118は、通信マネージャ構成要素30ま
たはその構成要素(図1)を含む場合がある。さらに、論理グルーピング112は、1つまたは
複数の追加のチューンアウェイ手順の実施を制限するように決定するための電気的構成要
素120を含むことができる。一態様では、電気的構成要素120は、通信マネージャ構成要素
30またはその構成要素(図1)を含む場合がある。加えて、論理グルーピング112は、チュー
ンアウェイモードの間実施を制限する決定に応答して、チューンアウェイモードのチュー
ンアウェイ周期に基づいて、第2のサブスクリプションへの次のチューンアウェイの発現
まで、1つまたは複数の追加のチューンアウェイ手順の実施を遅らせるための電気的構成
要素122を含む場合がある。さらに、論理グルーピング112は、1つまたは複数の追加のチ
ューンアウェイ手順の実施を制限する決定に基づいて、チューンアウェイモードを終了し
、アクティブな呼に対する第1のサブスクリプションの使用にチューンバックするための
電気的構成要素124を含むことができる。一態様では、電気的構成要素124は、通信マネー
ジャ構成要素30またはその構成要素(図1)を含む場合がある。一例では、電気的構成要素1
14、116、118、120、および122は、少なくとも1つのプロセッサを備えることができるか
、または各電気的構成要素114、116、118、120、および122は、少なくとも1つのプロセッ
サの対応するモジュールであり得る。その上、追加または代替の例では、電気的構成要素
114、116、118、120、および122は、コンピュータ可読記録媒体を含むコンピュータプロ
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グラム製品であり得るし、各電気的構成要素114、116、118、120、および122は、対応す
るコードまたは命令であり得る。
【００７８】
　加えて、システム110は、電気的構成要素114、116、118、120、および122に関連付けら
れた機能を実行するための命令を保持し、電気的構成要素114、116、118、120、および12
2などによって使用または取得されるデータを記憶するメモリ124を含むことができる。電
気的構成要素114、116、118、120、および122は、メモリ124の外部にあるものとして示さ
れているが、これらの電気的構成要素のうちの1つまたは複数は、メモリ124の内部に存在
できることを理解されたい。
【００７９】
　記載された装置および方法のさらなる詳細は、添付の付属書類においてさらに記載され
る。
【００８０】
　本出願で使用する「構成要素」、「モジュール」、「システム」などの用語は、限定は
しないが、ハードウェア、ファームウェア、ハードウェアとソフトウェアの組合せ、ソフ
トウェア、または実行中のソフトウェアなどのコンピュータ関連エンティティを含むもの
とする。たとえば、構成要素は、プロセッサ上で実行されるプロセス、プロセッサ、オブ
ジェクト、実行ファイル、実行スレッド、プログラム、および/またはコンピュータであ
り得るが、これらに限定されない。例として、コンピューティングデバイス上で実行され
るアプリケーションとコンピューティングデバイスの両方は、構成要素であり得る。1つ
または複数の構成要素は、プロセスおよび/または実行スレッド内に存在することができ
、1つの構成要素は、1つのコンピュータ上に配置され、かつ/または2つ以上のコンピュー
タ間に分散される場合がある。加えて、これらの構成要素は、様々なデータ構造を記憶し
ている様々なコンピュータ可読記録媒体から実行することができる。これらの構成要素は
、信号によって、ローカルシステム、分散システム内の別の構成要素と対話し、かつ/ま
たはインターネットなどのネットワークを介して他のシステムと対話する1つの構成要素
からのデータなどの、1つまたは複数のデータパケットを有する信号に従うことなどによ
って、ローカルプロセスおよび/またはリモートプロセスによって通信することができる
。
【００８１】
　さらに、有線端末またはワイヤレス端末であり得る端末に関して、様々な態様が本明細
書に記載される。端末はまた、システム、デバイス、加入者ユニット、加入者局、移動局
、モバイル、モバイルデバイス、リモート局、リモート端末、アクセス端末、ユーザ端末
、端末、通信デバイス、ユーザエージェント、ユーザデバイス、またはユーザ機器(UE)と
呼ぶことができる。ワイヤレス端末は、携帯電話、衛星電話、コードレス電話、セッショ
ン開始プロトコル(SIP)電話、ワイヤレスローカルループ(WLL)局、携帯情報端末(PDA)、
ワイヤレス接続機能を有するハンドヘルドデバイス、コンピューティングデバイス、また
はワイヤレスモデムに接続された他の処理デバイスであり得る。その上、基地局に関して
、様々な態様が本明細書に記載される。基地局は、ワイヤレス端末と通信するために利用
することができ、アクセスポイント、ノードB、または何らかの他の用語で呼ばれる場合
もある。
【００８２】
　その上、「または」という用語は、排他的な「または」ではなく、包括的な「または」
を意味するものとする。すなわち、別段の規定がない限り、または文脈から明白でない限
り、「XはAまたはBを使用する」という語句は、自然な包括的置換のいずれかを意味する
ものとする。すなわち、「XはAまたはBを使用する」という語句は、以下の例のいずれか
によって満足される。XはAを使用する、XはBを使用する、またはXはAとBの両方を使用す
る。加えて、本出願および添付の特許請求の範囲で使用する冠詞「a」および「an」は、
別段の規定がない限り、または単数形を対象とすることが文脈から明白でない限り、一般
に「1つまたは複数」を意味するものと解釈されるべきである。
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【００８３】
　本明細書に記載された技法は、CDMA、TDMA、FDMA、OFDMA、SC-FDMAおよび他のシステム
などの様々なワイヤレス通信システムに使用することができる。「システム」および「ネ
ットワーク」という用語は、しばしば互換的に使用される。CDMAシステムは、ユニバーサ
ル地上無線アクセス(UTRA)、cdma2000などの無線技術を実装することができる。UTRAは、
広帯域CDMA(W-CDMA(登録商標))およびCDMAの他の変形形態を含む。さらに、cdma2000は、
IS-2000規格、IS-95規格およびIS-856規格をカバーする。TDMAシステムは、モバイル通信
用グローバルシステム(GSM(登録商標))などの無線技術を実装することができる。OFDMAシ
ステムは、発展型UTRA(E-UTRA)、ウルトラモバイルブロードバンド(UMB)、IEEE802.11(Wi
-Fi)、IEEE802.16(WiMAX)、IEEE802.20、フラッシュOFDMなどの無線技術を実装すること
ができる。UTRAおよびE-UTRAは、ユニバーサルモバイルテレコミュニケーションシステム
(UMTS)の一部である。3GPPロングタームエボリューション(LTE)は、ダウンリンク上ではO
FDMAを利用し、かつアップリンク上ではSC-FDMAを利用する、E-UTRAを使用するUMTSのリ
リースである。UTRA、E-UTRA、UMTS、LTE、およびGSM(登録商標)は、「第3世代パートナ
ーシッププロジェクト」(3GPP)と命名された組織からの文書に記述されている。加えて、
cdma2000およびUMBは、「第3世代パートナーシッププロジェクト2」(3GPP2)と命名された
組織からの文書に記述されている。さらに、そのようなワイヤレス通信システムは、不対
無認可スペクトル、802.xxワイヤレスLAN、BLUETOOTH(登録商標)および任意の他の短距離
または長距離のワイヤレス通信技法をしばしば使用する、ピアツーピア(たとえば、モバ
イルツーモバイル)アドホックネットワークシステムをさらに含む場合がある。
【００８４】
　いくつかのデバイス、構成要素、モジュールなどを含む場合があるシステムに関して、
様々な態様または特徴が提示される。様々なシステムは、さらなるデバイス、構成要素、
モジュールなどを含む場合があり、かつ/または各図に関連して説明されたデバイス、構
成要素、モジュールなどのすべてを含むとは限らないことを理解され諒解されたい。これ
らの手法の組合せも使用することができる。
【００８５】
　本明細書で開示された実施形態に関して記載された様々な例示的な論理、論理ブロック
、モジュール、および回路は、汎用プロセッサ、デジタル信号プロセッサ(DSP)、特定用
途向け集積回路(ASIC)、フィールドプログラマブルゲートアレイ(FPGA)もしくは他のプロ
グラマブル論理デバイス、個別ゲートもしくはトランジスタ論理、個別ハードウェア構成
要素、または、本明細書に記載された機能を実行するように設計されたそれらの任意の組
合せを用いて、実装または実行することができる。汎用プロセッサはマイクロプロセッサ
であり得るが、代替として、プロセッサは任意の従来のプロセッサ、コントローラ、マイ
クロコントローラ、または状態機械であり得る。プロセッサはまた、コンピューティング
デバイスの組合せ、たとえば、DSPとマイクロプロセッサとの組合せ、複数のマイクロプ
ロセッサ、DSPコアと連携する1つもしくは複数のマイクロプロセッサ、または任意の他の
そのような構成として実装することができる。加えて、少なくとも1つのプロセッサは、
上述されたステップおよび/またはアクションのうちの1つまたは複数を実行するように動
作可能な、1つまたは複数のモジュールを備える場合がある。
【００８６】
　さらに、本明細書で開示された態様に関して記載された方法またはアルゴリズムのステ
ップおよび/またはアクションは、直接ハードウェア内で、プロセッサによって実行され
るソフトウェアモジュール内で、またはその2つの組合せ内で具現化することができる。
ソフトウェアモジュールは、RAMメモリ、フラッシュメモリ、ROMメモリ、EPROMメモリ、E
EPROMメモリ、レジスタ、ハードディスク、リムーバブルディスク、CD-ROM、または当技
術分野で知られている任意の他の形態の記憶媒体内に存在することができる。例示的な記
憶媒体は、プロセッサが記憶媒体から情報を読み取り、かつ記憶媒体に情報を書き込むこ
とができるようにプロセッサに結合することができる。代替として、記憶媒体はプロセッ
サと一体であり得る。さらに、いくつかの態様では、プロセッサおよび記憶媒体はASIC内
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に存在することができる。加えて、ASICはユーザ端末内に存在することができる。代替と
して、プロセッサおよび記憶媒体は、ユーザ端末内の個別構成要素として存在することが
できる。加えて、いくつかの態様では、方法またはアルゴリズムのステップおよび/また
はアクションは、コンピュータプログラム製品に組み込むことができる、機械可読媒体お
よび/またはコンピュータ可読記録媒体上のコードおよび/または命令の1つもしくは任意
の組合せ、またはそのセットとして存在することができる。
【００８７】
　1つまたは複数の態様では、記載された機能は、ハードウェア、ソフトウェア、ファー
ムウェア、またはそれらの任意の組合せに実装することができる。ソフトウェアに実装さ
れる場合、各機能は、1つまたは複数の命令またはコードとしてコンピュータ可読記録媒
体上に記憶されるか、または、コンピュータ可読記録媒体上で送信することができる。コ
ンピュータ可読記録媒体は、ある場所から別の場所へのコンピュータプログラムの転送を
容易にする任意の媒体を含む、コンピュータ記憶媒体とコンピュータ通信媒体の両方を含
む。記憶媒体は、コンピュータによってアクセスされ得る任意の利用可能な媒体であり得
る。限定ではなく例として、そのようなコンピュータ可読記録媒体は、RAM、ROM、EEPROM
、CD-ROMもしくは他の光ディスクストレージ、磁気ディスクストレージもしくは他の磁気
ストレージデバイス、または、命令またはデータ構造の形態の所望のプログラムコードを
搬送または記憶するために使用でき、コンピュータによってアクセスできる、任意の他の
媒体を備えることができる。また、いかなる接続もコンピュータ可読記録媒体と呼ぶこと
ができる。たとえば、ソフトウェアが、同軸ケーブル、光ファイバケーブル、ツイストペ
ア、デジタル加入者回線(DSL)、または、赤外線、無線、およびマイクロ波などのワイヤ
レス技術を使用して、ウェブサイト、サーバ、または他のリモートソースから送信される
場合、同軸ケーブル、光ファイバケーブル、ツイストペア、DSL、または、赤外線、無線
、およびマイクロ波などのワイヤレス技術は、媒体の定義に含まれる。本明細書で使用さ
れるディスク(disk)およびディスク(disc)は、コンパクトディスク(disc)(CD)、レーザデ
ィスク(disc)、光ディスク(disc)、デジタル多用途ディスク(disc)(DVD)、フロッピー(登
録商標)ディスク(disk)およびブルーレイディスク(disc)を含み、ディスク(disk)は、通
常、データを磁気的に再生し、ディスク(disc)は、通常、データをレーザで光学的に再生
する。上記の組合せもコンピュータ可読記録媒体の範囲内に含まれるべきである。
【００８８】
　上記の開示は、例示的な態様および/または実施形態を説明したが、添付の特許請求の
範囲によって定義されるように、記載された態様および/または実施形態の範囲から逸脱
することなく、様々な変更および改変を本明細書で行うことができることに留意されたい
。さらに、記載された態様および/または実施形態の要素は、単数形で記載または請求さ
れている場合があるが、単数形に限定することが明示的に記載されていない限り、複数形
が考えられる。加えて、任意の態様および/または実施形態の全部または一部は、別段に
記載されていない限り、任意の他の態様および/または実施形態の全部または一部ととも
に利用することができる。
【符号の説明】
【００８９】
　　10　ワイヤレス通信システム
　　12　ユーザ機器(UE)
　　14　第1の基地局
　　16　第2の基地局
　　18　第1のサブスクリプション
　　20　第1のネットワーク
　　22　第2のサブスクリプション
　　24　第2のネットワーク
　　26　第1の加入者識別モジュール(SIM)
　　28　第2の加入者識別モジュール(SIM)
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　　30　通信マネージャ構成要素
　　32　無線周波(RF)通信リソース
　　34　アクティブな呼
　　36　チューンアウェイ構成要素
　　38　チューンアウェイ通信
　　40　チューンアウェイリミッタ構成要素
　　42　チューンアウェイモード
　　44　チューンアウェイタイマ
　　46　第1のチューンアウェイ手順
　　48　追加のチューンアウェイ手順
　　50　リミット決定器
　　52　チューンアウェイタイマ決定器
　　54　チューンアウェイ手順決定器
　　56　リミットトリガ
　　58　遅延構成要素
　　60　コンテキストセーバ
　　62　アウトオブサービス状態決定器
　　64　アウトオブサービス状態
　　66　セル評価構成要素
　　68　チューンバック構成要素
　　70　しきい値構成要素
　　72　第1のしきい値
　　74　第2のしきい値
　　76　第3のしきい値
　　78　相対隣接セルしきい値
　　80　隣接セルしきい値
　　82　サービングセルパラメータ決定器
　　84　サービングセルパラメータ、セルパラメータ
　　86　比較器
　　90　RF通信リソース利用チャート
　　92　第1のサブスクリプション構成
　　94　第2のサブスクリプション構成
　　96　チューンアウェイモード周期
　　98　チューンアウェイ時間期間
　　100　プロセッサ
　　102　メモリ
　　104　通信構成要素
　　106　データストア
　　108　ユーザインターフェース構成要素
　　110　システム
　　112　論理グルーピング
　　114　電気的構成要素
　　116　電気的構成要素
　　118　電気的構成要素
　　120　電気的構成要素
　　122　電気的構成要素
　　124　電気的構成要素
　　200　方法
　　220　方法
　　250　方法
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【図９】

【手続補正書】
【提出日】平成26年6月27日(2014.6.27)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　ワイヤレスデバイスで複数のサブスクリプションと通信する方法であって、
　チューンアウェイモードの間第1のサブスクリプションのアクティブな呼からチューン
アウェイして、第2のサブスクリプションを使用して通信するステップと、
　前記チューンアウェイモードの間前記第2のサブスクリプションを使用して第1のチュー
ンアウェイ手順を実施するステップと、
　前記アクティブな呼が維持されている間、前記第1のチューンアウェイ手順の前記実施
の後で前記第2のサブスクリプションを使用して、前記チューンアウェイモードの間1つま
たは複数の追加のチューンアウェイ手順が実施されるべきかどうかを判定するステップと
、
　前記1つまたは複数の追加のチューンアウェイ手順の実施を制限するように決定するス
テップと、
　前記1つまたは複数の追加のチューンアウェイ手順の前記実施を制限する前記決定に基
づいて、前記チューンアウェイモードを終了し、前記アクティブな呼に対する前記第1の
サブスクリプションの使用にチューンバックするステップと
を含む、方法。
【請求項２】
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　前記チューンアウェイモードの間実施を制限する前記決定に応答して、チューンアウェ
イタイマを開始するステップ
をさらに含み、
　前記チューンアウェイモードを終了し、前記第1のサブスクリプションの使用にチュー
ンバックするステップが、前記チューンアウェイタイマの満了にさらに応答する、
請求項1に記載の方法。
【請求項３】
　前記チューンアウェイモードの間実施を制限する前記決定に応答して、前記チューンア
ウェイモードのチューンアウェイ周期に基づいて、前記第2のサブスクリプションへの次
のチューンアウェイの発現まで、前記1つまたは複数の追加のチューンアウェイ手順の実
施を遅らせるステップをさらに含む、請求項1に記載の方法。
【請求項４】
　前記チューンアウェイモードの間実施を遅らせるステップが、
　前記チューンアウェイモード内で前記第2のサブスクリプションを使用する通信に対応
するサービングセルパラメータを決定するステップと、
　前記サービングセルパラメータを、
　　効果的な無線通信リンクに対応する前記サービングセルパラメータの値の第1のセッ
トを表す第1のしきい値、
　　実質的に効果的な無線通信リンクに対応する前記サービングセルパラメータの値の第
2のセットを表す第2のしきい値、および
　　実質的に非効果的な無線通信リンクに対応する前記サービングセルパラメータの値の
第3のセットを表す第3のしきい値
　のうちの1つまたは複数と比較するステップと、
　　前記決定されたサービングセルパラメータが前記第1のしきい値を満たすか、または
　　前記決定されたサービングセルパラメータが前記第1のしきい値を満たし、対応する
隣接セルパラメータと比較して前記サービングセルパラメータの相対値のセットを表す相
対隣接セルしきい値を満たす
　とき、前記遅延を実施するステップであって、前記相対隣接セルしきい値が相対的に強
いサービングセルを示す、ステップと、
　前記決定されたサービングセルパラメータが前記第3のしきい値を満たすとき、前記1つ
または複数の追加のチューンアウェイ手順のうちの少なくとも1つを実施するステップと
をさらに含む、請求項3に記載の方法。
【請求項５】
　前記サービングセルパラメータが、サービングセルの電力レベル関連パラメータを含む
、請求項4に記載の方法。
【請求項６】
　前記チューンアウェイモードの間実施を遅らせるステップが、セル再選択手順、隣接セ
ルシステム情報読取り手順、登録手順、セル更新手順、位置更新手順、またはルーティン
グ更新手順のうちの1つまたは複数を遅らせるステップをさらに含む、請求項3に記載の方
法。
【請求項７】
　前記チューンアウェイモードの間アウトオブサービス状態を決定するステップと、
　前記決定されたアウトオブサービス状態に応答して、前記チューンアウェイモードを終
了し、前記第1のサブスクリプションにチューンバックするアウトオブサービスを実施す
るステップと
をさらに含む、請求項1に記載の方法。
【請求項８】
　前記チューンアウェイモードのチューンアウェイ周期に基づいて、前記チューンアウェ
イモードの前記終了および前記第1のサブスクリプションの使用への前記チューンバック
の後に、前記第2のサブスクリプションに再チューンアウェイして、前記1つまたは複数の
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チューンアウェイ手順の少なくとも一部分を実施するステップ
をさらに含む、請求項1に記載の方法。
【請求項９】
　複数のサブスクリプションと通信するためのコンピュータプログラム製品であって、
　　チューンアウェイモードの間第1のサブスクリプションのアクティブな呼からチュー
ンアウェイして、第2のサブスクリプションを使用して通信することをコンピュータに行
わせるための少なくとも1つの命令と、
　　前記チューンアウェイモードの間前記第2のサブスクリプションを使用して第1のチュ
ーンアウェイ手順を実施することを前記コンピュータに行わせるための少なくとも1つの
命令と、
　　前記アクティブな呼が維持されている間、前記第1のチューンアウェイ手順の前記実
施の後で前記第2のサブスクリプションを使用して、前記チューンアウェイモードの間1つ
または複数の追加のチューンアウェイ手順が実施されるべきかどうかを判定することを前
記コンピュータに行わせるための少なくとも1つの命令と、
　　前記1つまたは複数の追加のチューンアウェイ手順の実施を制限するように決定する
ことを前記コンピュータに行わせるための少なくとも1つの命令と、
　　前記1つまたは複数の追加のチューンアウェイ手順の前記実施を制限する前記決定に
基づいて、前記チューンアウェイモードを終了し、前記アクティブな呼に対する前記第1
のサブスクリプションの使用にチューンバックすることを前記コンピュータに行わせるた
めの少なくとも1つの命令と
　を含む、コンピュータ可読媒体
を備える、コンピュータプログラム製品。
【請求項１０】
　前記チューンアウェイモードの間実施を制限する前記決定に応答して、チューンアウェ
イタイマを開始すること
を前記コンピュータに行わせるための少なくとも1つの命令をさらに含み、
　前記チューンアウェイモードを終了し、前記第1のサブスクリプションの使用にチュー
ンバックすることが、前記チューンアウェイタイマの満了にさらに応答する、
請求項9に記載のコンピュータプログラム製品。
【請求項１１】
　前記チューンアウェイモードの間実施を制限する前記決定に応答して、前記チューンア
ウェイモードのチューンアウェイ周期に基づいて、前記第2のサブスクリプションへの次
のチューンアウェイの発現まで、前記1つまたは複数の追加のチューンアウェイ手順の実
施を遅らせることを前記コンピュータに行わせるための少なくとも1つの命令をさらに含
む、請求項9に記載のコンピュータプログラム製品。
【請求項１２】
　前記チューンアウェイモード内で前記第2のサブスクリプションを使用する通信に対応
するサービングセルパラメータを決定することと、
　前記サービングセルパラメータを、
　　効果的な無線通信リンクに対応する前記サービングセルパラメータの値の第1のセッ
トを表す第1のしきい値、
　　実質的に効果的な無線通信リンクに対応する前記サービングセルパラメータの値の第
2のセットを表す第2のしきい値、および
　　実質的に非効果的な無線通信リンクに対応する前記サービングセルパラメータの値の
第3のセットを表す第3のしきい値
　のうちの1つまたは複数と比較することと、
　　前記決定されたサービングセルパラメータが前記第1のしきい値を満たすか、または
　　前記決定されたサービングセルパラメータが前記第1のしきい値を満たし、対応する
隣接セルパラメータと比較して前記サービングセルパラメータの相対値のセットを表す相
対隣接セルしきい値を満たす
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　とき、前記遅延を実施することであって、前記相対隣接セルしきい値が相対的に強いサ
ービングセルを示す、実施することと、
　前記決定されたサービングセルパラメータが前記第3のしきい値を満たすとき、前記1つ
または複数の追加のチューンアウェイ手順のうちの少なくとも1つを実施することと
を前記コンピュータに行わせるための少なくとも1つの命令をさらに含む、請求項11に記
載のコンピュータプログラム製品。
【請求項１３】
　前記サービングセルパラメータが、サービングセルの電力レベル関連パラメータを含む
、請求項12に記載のコンピュータプログラム製品。
【請求項１４】
　前記チューンアウェイモードの間実施を遅らせることが、セル再選択手順、隣接セルシ
ステム情報読取り手順、登録手順、セル更新手順、位置更新手順、またはルーティング更
新手順のうちの1つまたは複数を遅らせることをさらに含む、請求項11に記載のコンピュ
ータプログラム製品。
【請求項１５】
　前記チューンアウェイモードの間アウトオブサービス状態を決定することと、
　前記決定されたアウトオブサービス状態に応答して、前記チューンアウェイモードを終
了し、前記第1のサブスクリプションにチューンバックするアウトオブサービスを実施す
ることと
を前記コンピュータに行わせるための少なくとも1つの命令をさらに含む、請求項9に記載
のコンピュータプログラム製品。
【請求項１６】
　前記チューンアウェイモードのチューンアウェイ周期に基づいて、前記チューンアウェ
イモードの前記終了および前記第1のサブスクリプションの使用への前記チューンバック
の後に、前記第2のサブスクリプションに再チューンアウェイして、前記1つまたは複数の
チューンアウェイ手順の少なくとも一部分を実施すること
を前記コンピュータに行わせるための少なくとも1つの命令をさらに含む、請求項9に記載
のコンピュータプログラム製品。
【請求項１７】
　複数のサブスクリプションと通信するための装置であって、
　チューンアウェイモードの間第1のサブスクリプションのアクティブな呼からチューン
アウェイして、第2のサブスクリプションを使用して通信するための手段と、
　前記チューンアウェイモードの間前記第2のサブスクリプションを使用して第1のチュー
ンアウェイ手順を実施するための手段と、
　前記アクティブな呼が維持されている間、前記第1のチューンアウェイ手順の前記実施
の後で前記第2のサブスクリプションを使用して、前記チューンアウェイモードの間1つま
たは複数の追加のチューンアウェイ手順が実施されるべきかどうかを判定するための手段
と、
　前記1つまたは複数の追加のチューンアウェイ手順の実施を制限するように決定するた
めの手段と、
　前記1つまたは複数の追加のチューンアウェイ手順の前記実施を制限する前記決定に基
づいて、前記チューンアウェイモードを終了し、前記アクティブな呼に対する前記第1の
サブスクリプションの使用にチューンバックするための手段と
を備える、装置。
【請求項１８】
　前記チューンアウェイモードの間実施を制限する前記決定に応答して、チューンアウェ
イタイマを開始する
ための少なくとも1つの手段をさらに備え、
　前記チューンアウェイモードを終了し、前記第1のサブスクリプションの使用にチュー
ンバックすることが、前記チューンアウェイタイマの満了にさらに応答する、
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請求項17に記載の装置。
【請求項１９】
　前記チューンアウェイモードの間実施を制限する前記決定に応答して、前記チューンア
ウェイモードのチューンアウェイ周期に基づいて、前記第2のサブスクリプションへの次
のチューンアウェイの発現まで、前記1つまたは複数の追加のチューンアウェイ手順の実
施を遅らせるための少なくとも1つの手段をさらに備える、請求項17に記載の装置。
【請求項２０】
　前記チューンアウェイモード内で前記第2のサブスクリプションを使用する通信に対応
するサービングセルパラメータを決定することと、
　前記サービングセルパラメータを、
　　効果的な無線通信リンクに対応する前記サービングセルパラメータの値の第1のセッ
トを表す第1のしきい値、
　　実質的に効果的な無線通信リンクに対応する前記サービングセルパラメータの値の第
2のセットを表す第2のしきい値、および
　　実質的に非効果的な無線通信リンクに対応する前記サービングセルパラメータの値の
第3のセットを表す第3のしきい値
　のうちの1つまたは複数と比較することと、
　　前記決定されたサービングセルパラメータが前記第1のしきい値を満たすか、または
　　前記決定されたサービングセルパラメータが前記第1のしきい値を満たし、対応する
隣接セルパラメータと比較して前記サービングセルパラメータの相対値のセットを表す相
対隣接セルしきい値を満たす
　とき、前記遅延を実施することであって、前記相対隣接セルしきい値が相対的に強いサ
ービングセルを示す、実施することと、
　前記決定されたサービングセルパラメータが前記第3のしきい値を満たすとき、前記1つ
または複数の追加のチューンアウェイ手順のうちの少なくとも1つを実施することと
を行うための少なくとも1つの手段をさらに備える、請求項19に記載の装置。
【請求項２１】
　前記サービングセルパラメータが、サービングセルの電力レベル関連パラメータを含む
、請求項20に記載の装置。
【請求項２２】
　前記チューンアウェイモードの間実施を遅らせることが、セル再選択手順、隣接セルシ
ステム情報読取り手順、登録手順、セル更新手順、位置更新手順、またはルーティング更
新手順のうちの1つまたは複数を遅らせることをさらに含む、請求項19に記載の装置。
【請求項２３】
　前記チューンアウェイモードの間アウトオブサービス状態を決定することと、
　前記決定されたアウトオブサービス状態に応答して、前記チューンアウェイモードを終
了し、前記第1のサブスクリプションにチューンバックするアウトオブサービスを実施す
ることと
を行うための少なくとも1つの手段をさらに備える、請求項17に記載の装置。
【請求項２４】
　前記チューンアウェイモードのチューンアウェイ周期に基づいて、前記チューンアウェ
イモードの前記終了および前記第1のサブスクリプションの使用への前記チューンバック
の後に、前記第2のサブスクリプションに再チューンアウェイして、前記1つまたは複数の
チューンアウェイ手順の少なくとも一部分を実施すること
を行うための少なくとも1つの手段をさらに備える、請求項17に記載の装置。
【請求項２５】
　複数のサブスクリプションと通信するユーザ機器装置であって、
　　チューンアウェイモードの間第1のサブスクリプションのアクティブな呼からチュー
ンアウェイして、第2のサブスクリプションを使用して通信することと、
　　前記チューンアウェイモードの間前記第2のサブスクリプションを使用して第1のチュ
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ーンアウェイ手順を実施することと、
　　前記アクティブな呼が維持されている間、前記第1のチューンアウェイ手順の前記実
施の後で前記第2のサブスクリプションを使用して、前記チューンアウェイモードの間1つ
または複数の追加のチューンアウェイ手順が実施されるべきかどうかを判定することと、
　　前記1つまたは複数の追加のチューンアウェイ手順の実施を制限するように決定する
ことと、
　　前記1つまたは複数の追加のチューンアウェイ手順の前記実施を制限する前記決定に
基づいて、前記チューンアウェイモードを終了し、前記アクティブな呼に対する前記第1
のサブスクリプションの使用にチューンバックすることと
　を行うように構成されたプロセッサ
を備える、装置。
【請求項２６】
　前記チューンアウェイモードの間実施を制限する前記決定に応答して、チューンアウェ
イタイマを開始すること
を行うように、前記プロセッサがさらに構成され、
　前記チューンアウェイモードを終了し、前記第1のサブスクリプションの使用にチュー
ンバックすることが、前記チューンアウェイタイマの満了にさらに応答する、
請求項25に記載の装置。
【請求項２７】
　前記チューンアウェイモードの間実施を制限する前記決定に応答して、前記チューンア
ウェイモードのチューンアウェイ周期に基づいて、前記第2のサブスクリプションへの次
のチューンアウェイの発現まで、前記1つまたは複数の追加のチューンアウェイ手順の実
施を遅らせることを行うように、前記プロセッサがさらに構成された、請求項25に記載の
装置。
【請求項２８】
　前記チューンアウェイモード内で前記第2のサブスクリプションを使用する通信に対応
するサービングセルパラメータを決定することと、
　前記サービングセルパラメータを、
　　効果的な無線通信リンクに対応する前記サービングセルパラメータの値の第1のセッ
トを表す第1のしきい値、
　　実質的に効果的な無線通信リンクに対応する前記サービングセルパラメータの値の第
2のセットを表す第2のしきい値、および
　　実質的に非効果的な無線通信リンクに対応する前記サービングセルパラメータの値の
第3のセットを表す第3のしきい値
　のうちの1つまたは複数と比較することと、
　　前記決定されたサービングセルパラメータが前記第1のしきい値を満たすか、または
　　前記決定されたサービングセルパラメータが前記第1のしきい値を満たし、対応する
隣接セルパラメータと比較して前記サービングセルパラメータの相対値のセットを表す相
対隣接セルしきい値を満たす
　とき、前記遅延を実施することであって、前記相対隣接セルしきい値が相対的に強いサ
ービングセルを示す、実施することと、
　前記決定されたサービングセルパラメータが前記第3のしきい値を満たすとき、前記1つ
または複数の追加のチューンアウェイ手順のうちの少なくとも1つを実施することと
を行うように、前記プロセッサがさらに構成された、請求項27に記載の装置。
【請求項２９】
　前記サービングセルパラメータが、サービングセルの電力レベル関連パラメータを含む
、請求項28に記載の装置。
【請求項３０】
　前記チューンアウェイモードの間実施を遅らせることが、セル再選択手順、隣接セルシ
ステム情報読取り手順、登録手順、セル更新手順、位置更新手順、またはルーティング更
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新手順のうちの1つまたは複数を遅らせることをさらに含む、請求項27に記載の装置。
【請求項３１】
　前記チューンアウェイモードの間アウトオブサービス状態を決定することと、
　前記決定されたアウトオブサービス状態に応答して、前記チューンアウェイモードを終
了し、前記第1のサブスクリプションにチューンバックするアウトオブサービスを実施す
ることと
を行うように、前記プロセッサがさらに構成された、請求項25に記載の装置。
【請求項３２】
　前記チューンアウェイモードのチューンアウェイ周期に基づいて、前記チューンアウェ
イモードの前記終了および前記第1のサブスクリプションの使用への前記チューンバック
の後に、前記第2のサブスクリプションに再チューンアウェイして、前記1つまたは複数の
チューンアウェイ手順の少なくとも一部分を実施すること
を行うように、前記プロセッサがさらに構成された、請求項25に記載の装置。
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